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The Global Economic and Financial Crisis 
"They shouldn't all die of it， but all were stricken!" 

The philosopher's observation is an apt remedy this situation that they tumed to sales 

characterization of the global crisis in which promotion as a first step， which is why we first 

all economies suffer from the double whammy called ourselves the Sales Promotion Exωutives 

of recession and fickle behavior by economic Association (SPEA). 

players who seem to have forgotten the good- In time， the founders realized that sales 

governance principles that must rule in both promotion， so useful in the initial phase of 

public and private affairs. market reanimation， s∞n came up lame for lack 
The answers the ruling class dreams up of the technical disciplines ne唱dedto sustain the 

and implements are simply delaying tacticsー promotionalprocess. These missing disciplines 

no more than patches on the artifにiallegs of were two: marketing to define commercial 

the economic and financial worldー legsthat by entities and communication to promote 

their very nature respond only poorly if at all ωcompanies and products. 

the remedies that such as these would prescribe. If sales promotion is conceived as essentially 

What， then， is MCEI to do? If we cannot in the commercial domain， it is communication 

reverse the si旬ation，can we at least respond that allows us to value political marketing， not 

with clarity and candor to the available only of commercial enterprises but equally of 

information and counter the pessimism that public and quasi-public organizations. 

undermines our liberal e∞nomy?Ofco町民 O町 MCEI brings together all who intend 

global membership is not charged with resolving to participate actively in this multi-cultural 

this crisis， nor would our good will suffice if we approach to economic and social development. 

were. Yet if we recall the circumstances under Complementing i飴pedagogicaland professional 

which MCEI was founded and has continued to mission， MCEI has the objective of promoting a 

grow， there are certain similarities worth noting. convivial， fratemal， and philanthropic sp凶t.

Back then， the economies of the belligerent We are thus pleased to be able to affirm 

countriω(which is to say practically the entire the capacity， dynamism， and efficacy of our 

planet) had been put in the service of war membership in all chapters worldwide 

and neglected basic consumer needs. MilitaIγ 

stocks piled up and the production of consumer 

goods was hard-pressed to deliver as promised. 

Following the long war's end， the civilian sector 

sought to regain con仕01but could not because 

there was a deficit of understanding. It was to 
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未来は後方にあり
ボリビアのケチャ族たちの未来観がお これらは「前方に見ている未来のかたちJ

もしろい。ケチャ族たちの使用する言語で なのではないだろうかーなどと、いまの時

は、前方にあるものとして過去を語り、後 代に違和感のある私には、そう思えてなら

方にあるものとして未来を語るのだという ないのだが。

(E.A.スナイダ-r神声人語一一各国語
になった聖書の信仰j教文社)。

この一文を目にしたとき、私たちが、ノ

スタjレジーという情緒的な言葉て・語ってい

る「郷愁の秘密」がわかったような気がし

た。ここ数年間に見られる現象一一["A L 
WAYS 三丁目の夕日Jの記録的なヒッ
ト、「クレヨンしんちゃん嵐を時ぷモーレ

赤田祐一

(株)飛鳥新社

ツ!オトナ帝国の逆襲」の異常な高評価、

川又三智彦社長の「昭和30年代村Jプロ
ジェクトーーなどは退行なんかじゃない。

「振り返っているJのではなく、むしろ、 rdankaiパンチj編集長

お客様接点の大きな山を創る
メーカー営業の最大のミッションは、『お 最後に、お客様接点の大きな山を創る最

客様接点の創出コ拡大と開発jである。で 大のキーは、営業担当者の f情熱jと 『本

は、営業はどんな提案が必要か?? 気jである。

お客様を知り、得意先の課題を把握し、

課題を解決するための価値提案を持続的に

行うことである。価値提案の中に、自社の

資産であるブランド価値・商品価値をピル

トインすることである。また、商談成立の

チャンスを捉え、お客様接点の大きな山を

創る仕掛けが重要である。そのためには、

どんな取り組みが必要か??

お客様 ・市場 ・得意先のデータに基づい

た価値提案プランの策定と、周到な準備と いうち くにとし

会社の全資産のフル活用が必要である。し 井内 邦俊

かし、それだけでも不十分。価値提案プラ キリンピパレッジ(株)

ンの営業現場への浸透が不可欠である。 営業部長

百人百語20092 



サービスの進化
札幌ヘ出彊すると必ず出向く回転寿司が

ある。百円均一でもなく、激安でもないが、

昼夜にかかわらず行列が出来ており、いつ

も名前を書いて順番を待つ。注意して見て

いると、客さばきが実にスムーズで気配り

が行き届いていた。受ける客側も自然に気

持ちょくさばかれているので、無意識に受

け入れている。注文があると一斉に元気な

返事、空気に活気を感じる。特に、待って

いる客の目線を意識したフロア係の誘導に

は感心した。普通は空いた席ヘ順番に案内

するだけだが、客の回線の先にある座席へ

案内している。一時的な効率よりも、気持

ちいい食事の時間を優先することが、並ん

でも足を運びたい庖となっているのだろ

う。これらは、コストゼロのサービスであ

るが、コスト以上に心というサービスの進

化は、時代に合わせて無限に広がるのかも

しれない。ただ一つ、 JALクラスJと同
様に、座席に着くと常連でもないのに個人

名で呼ばれるのは止めてほしいサービスで

ある。

いけだ のりあき

池田憲昭

(株)アシックス

日本の農業を応援する消費者になる!
仕事で北海道十勝地区を訪れた。ここは て価値を評価しなくてはいけない。大きす

長芋の産地であり、全国各地へ発送されて ぎる、曲がっている、形が悪い…、品質が
いる。この長芋が台湾に輸出されていると 同じであれば、調理をしていく中でこれら

いう話を耳にした。日本の市場では売れな は解消できるはず。日本の農業を元気づけ

い大きすぎるもの、曲がったものが送られ られる消費をしていきたいし、価値の本質

ているが、台湾では「日本産の長芋」は、 を冷静に判断できる消費者でありたい。食

高級品として非常に評判がよいらしい。高 料自給率が見直されているいまこそ、チャ

い価格で取引されるということで生産者の ンスではないか。

方々も大変喜んでいるとのこと。

日本産のものが世界で高く評価されてい

るというのをすばらしいことだと思う一方

で、何かおかしくないか・..と感じてしまう。

なぜ日本の市場では売れないのか、価格が いしい のぷえ

下がってしまうのか。消費者のあり方が原 石井 信江
因のひとつではないかと思う。「日本産」 カルビー(株)

の品質のよさを、私たちがきちんと実感し 戦略グループ経営企画チーム
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なぜアンチ工イジング?!
高齢化社会を反映してか、新聞・雑誌・

テレビ、いずこも抗加齢商品の宣伝と内容

で満ち溢れている。還暦を過ぎた身として

はいささか立腹のこの頃である。

なぜ不快かといえば、私の求めるところ

ではないからである。私の知りたいのは、

いかに充実した日々が過ごせるか、明日の

目を如何に過ごせば納得のいく人生を送れ

るかである。そうしたことを知る手がかり

を見つけようとしているのに、顔の鍛がな

くなるだの、老化予防のサプリメン卜だの

と、見た目だけの対応ばかりで、私が惚れ

ぼれするような老いたモデル像が見当たら

ない。それどころか未だ20代の女性まで

が「アンチ工イジング」と大声を出してい

るのを見ると、他に気をつけることがある

だろうと叫びたくなるのである。それに呼

応している熟年諸氏を見ていると、日本の

幼稚化を感じてしまう。

先輩が素敵に暮らしていて、ぞれを目指

して若輩が研績を積んでいた時代があった

ように思うのは私の錯覚か。大人の文化と

老いの美が発信されれば、漂流する若者や、

使い捨て文化がなくなるようになるのでは

と、私は今錯覚している。

いしがわ ゆき

石川由紀

生活アドバイザー

っくり手売り手と買い手側のマインドのずれ
現在の日本の産業は、高度成長時を通じ

て形成された大量生産、マスマーケティン

グ、マスアドパタイジング、大量販売、大

量消費という構造がペースとなっている

が、今もそれをまだ引きずっている。一方、

マズ口一説くところの欲求の変化によって

消費マーケットの構成要件は様変わりして

いる。

百貨庖やGMSをはじめ、生保等消費者

を顧客とする企業の業績が振るわないの

は、彼らが消費マーケットの劇的変化につ

いていけていないことによる。っくり手売

り手と買い手側のマインドのずれが、生産、

マスマーケティング、マスアドパタイジン

グ、販売の効率を著しく低下させ経営を圧

迫している。

このように、需要と供給の聞に大きな

GAPが存在しているということは、そこ
に大きな満たされないこース、が眠っている

ということに他ならない。古今東西を問わ

ず、未充足のニーズがあるところにはビジ

ネスチャンスが横たわっていることは言う

までもない。

いそべ ひろし

磯部洋

(株)工、ソチ・アイ ・コーポレーション

代表取締役
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カジュアルは偉い
市場環境が蛮わった。その結果、量販 ニューが、一人歩きを始めたことが嬉しい。

庖・スーパーはPB商品の開発にいとまが 環境の菱化はパティシ工の知恵と工夫を生
ない。スイーツの世界に目を移せば一跨の み、スイーツをもっとカジュアルに楽しむ

パティシ工ブームは落ち着き、新たな動き ことを教えてくれた。改めてスイーツの司

が見える。デパ地下の専門庖では、これま 能性を知る。

でのデコラティプなものに比べ、 シンプル PB商品にはない「豊かさ」がそこにあ
な素材と基本の技を生かしたメニューが並 る。

ぶようになった。飾りを捨て、生クリーム

のたっぷり感を強調したロールケーキ。ス

イーツの美味しさの原点であるフレッシュ

クリームと生地のバランスのハーモ二ーを

表現したパティシヱの思いが伝わる。ヱク

レア、ワッフル、レーズンサンド等、今ま

での何気ないおなじみアイテムも、食感や

フレーパーの新しさに喜びを覚える。ス

イーツでは主役になれなかったこれらのメ

伊藤景一郎

伊藤景パック産業(株)

代表取締役社長

「まるコミJ力で愛のマーケテイングを
「まるコミ塾Jなる、文字どおり「まる 伝わり、相手が動く。そして、いつも「愛j
ごとコミュニケーション力習得の塾」を今 を忘れずに。常に相手の顔を思い浮かべ、

年初めて中小企業の経営者、実務者向けに 素直に、真面目に、優しいコミュニケーショ

実施した。話して伝える、書いて伝えるに ンづくりを自ら実践していきたい。

はじまり、コミュ二ケーションを豊かにす

るための情報収集力、時代対応力を実践で

学び、最終回は大プレゼンテーション大会。

30代から 60代の異業種仲間が熱く学ん
だ。今回、当塾を企画するにあたり「コミュ

二ケーション力」について改めて考えた。

マーケティングコミュ二ケーションとは伝

えたいメッセージが明確であること、わか

りやすいこと、強い意志があること。そし

て自分を常に客観視し、本当に相手に伝

わっているかを確認し続けること。これら

がすべて実践できてこそ、はじめて相手に
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いまお まさこ

今尾昌子

グラン・ル一代表

コミュニケーションクリ工イター



メンテナンスビジネスの時代
事故防止、設備の老柘化対策、また耐久

消費財を長持ちさせるためなど、あらゆる

産業や業種でメンテナンスの重要性が叫ば

れている。メンテナンスという言葉は保守、

点検、手入れの意味で使われている。

生活の上で使用しているものは、どんな

ものでも時間とともに老桁化が生じ、使用

に耐えなくなる。

しかし、メンテナンスにより機能レベル

を回復させることができ、寿命を延ばすこ

とが可能となる。

リフォームをする前に家を長持ちさせる

ための定期的なメンテナンスが不可欠であ

る。

環境問題から現在は物をいかに大事に使

うか、いかに長持ちさせるかということが

要求されている。

環境、保全の時代といわれ、将来を考

えるとメンテナンスの市場はさらに大きく

なっていくものと予測され、ビジネスチャ

ンスが多くなる可能性を秘めている。

うえの のぷき

上野延城

上野ジュエリー研究所

所長

生活者と企業の対話が、新しい暮らしのカタチをつくる
経済社会の混迷、ゆらぐ企業への信頼、

そして溢れる情報の渦の中、各人が自らの

暮らしのカタチを主体的に探ることの意味

は、かつてなく大きい。

私たちは、日々の生活の中で、様々な商

か。

対話の中の気づきから、ユーザー・イン

サイト、そしてイノベーションの種を見つ

ける。そして、生活者との新たな価値共創

の関係を育てることも、これからのプラン

品・サービスを選び、購入することを通じ ディングと言えるのでは?

て、気づかぬうちに自分自身と対話し、自

分らしいライフスタイルをデザインしてい

る。

ネットで情報武装した生活者を、かつて

のように企業が一方向コミュ二ケーション

によりコントロールすることは難しい。で

あるならば、企業スタッフも1人の生活者
の視点に立ち戻って、生活者のストーリー

にお互いに耳を傾け、対話し、共に新しい

暮らしのカタチを探してみてはどうだろう

うめだ がずみ

梅田一見

ダイアローグ・パートナーズ(株)

代表

百人百語2009 6 



信頼は命
鮫子にしても、粉ミルクにしても中国産

食料品に対する不信が広がり、スーパー等

の買物客がまずパッケージの裏に記載され

る「原産国」を見て買う習慣を身につけて

いる。近所にスーパーが2居ある。殆ど同

じ品物(田舎煮〉だが、スーパーAは中

国産、スーパーBは国産。Bの方が高く
てもわが家はそれを買う。

この対中不信感で得するのは圏内メー

力ーだが、目先の金欲しさで同じ轍を踏ん

でいる。「輸入牛なのだが、国産牛が高く

売れるから、国産と表示したJ["もったい
ないから客の食べ残しを次の客に出したJ
「シアンが検出されたが、外部にばれるま

で生産ラインを止めなかった」等、様々な

企業が一番の強みである信頼をみすみす傷

つけ不評を買っている。

そういう学習能力も自浄能力もない企業

は消えても結構だ。信頼は命。つまり、信

頼のない企業には命もない。これは営業の

大前提でなければならない。企業にしても、

政治家にしても、個人にしても。

F .ウレマン
元(株)シ.ャパン・リサーチ

川上では再編・統合、川下は細分化が
近代以前のムラ社会では、食料や資材

など限りある資源をできるだけ有効に活か

して分配するために、エネルギー消費を極

限まで絞り込み安定を保とうとする特徴を

もっていました。

それに対して、1930年以降の米国から

広がった「高度消費社会Jは、絶え簡なく
エネルギーを消費しながらダイナミックな

運動を続けようとする社会です。このこと

を、フランスの人類学者レヴィ・ストロー

スは、「冷たい社会Jから「熱い社会Jに
歪換したという言葉で指摘しています。

しかし、この社会も徐々にエネルギーを

消費し、成熟期と呼ばれる段階を迎えるよ

うになってきました。モノ不足からモノ余

りを経験し、モノ離れ現象が始まったので

7 百人百語2009

す。

それぞれの人がもって生まれた多様な

価値観の存在を認め合う、自律・自己実現

が社会価値として共有される社会の出現で

す。

小売業の庖頭では、メーカーの大型合併

で進行するグローバル化とローカルニーズ

の台頭とのギャップを埋める挑戦が始まり

ました。

開
明

的

吋
岬
耶
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お
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お好み焼きが二一卜を救う
引きこもりや二一卜の数が、今や100万人

とも 140万人ともいわれる昨今である。そう

した著者の育った家庭に共通しているのは、父

親がいながら、仕事にかまけて、食卓に父親

が不在であるという点にある。子どもは父親と

の接触を通して社会を感じ、大人との対人関

係を学びながら成人になる。母子家庭の子ど

もなら、;嚢々しく生きる母親から父性を感じて

育っていく。

ところが、父親が食卓につかない家庭の子

どもは、父性を感じる機会が極めて少ない。こ

れがとくに必要とされるのは、 13歳から 16歳

である。母親の手におえなくなる年代への曲が

り角だからである。

ある協会の中学生の家庭実態調査によれば、

父親が食事時に不在で、家族全員で週に一度

も食事をすることのない子が21.8%もいると

いう。二一卜 ・引きこもり予備軍である。

こうした予備軍をなくする手段として、家庭

でもっとお好み焼きをすることを推奨したい。

父親とのいいコミュニケーションの場が増え

る。準備も後片付けも簡単で、材料を食卓に

並べておくだけでよい。家族の会話が弾みな

がら共に食べるところは鍋物と同じだが、違う

のは各人が好みの種類の異材を個人個人で自

分なりに焼くことができること。つまり、個人

主義と家族の連帯感が両立する今目的な数少

ないテーマなのである。

九

博

学

授
大

教

党

槻

摩

誉

お
ヒ

多

名

ぉ
-
J

「理想の社会」日本・スウェーデン比較
マーケティングは、商品やサービスで生 「格差 ・不安のない社会j。スウェーデンで

活者の満足度や幸福感を高めることだが、 は「民主主義Ji平等Ji教育jと同国の価
それによって将来世代につりを食わせるほ 値観の透明性・首尾一貫性が現れ、どちら

ど資源を浪費したり環境に負荷を与えては かというとあいまいを好む日本と対極的。

ならない。つまり持続可能な発展を担保す しかし日本のアニメ・マンガ文化は同国に

る必要がある。 なく、スウヱーデンの若者を幸福にしてい

筆者が開発している人間満足度尺度 ることも確かである。

(HSM)は、 GDPのような経済だけの尺
度でなく、持続可能な発展に必要なトリプ

ルボトムライン (i社会Ji環境Ji経済J)
を折り込んでいる。昨年(日本)と今年(ス

ウエーテ.ン)、HSM関連のWeb調査をし、
自由回答で「あなたの理想の社会は?Jと おおはし てる え

闇き、野村総研のソフトで単語に分解して 大橋 照枝
分析したところ、両国に共通なのは「生活 麗津大学

の安定Ji環境配慮」。日本で特徴的なのは 経済学部教授

百人百語2009 8 



道具と知
先日、縁あって日中の官庁関係者ととも

に中国の大手食品企業を訪問した。最新設

備を整えた工場の視察や経営分析を通じて

接した彼らの生の言葉は、躍動感と自信に

満ち溢れていた。

しかしながら、他方で日本や欧米をはる

かに凌ぐ速度で市場形成がなされる状況下

での歪みも垣間見えた。

生産管理における改善点や、顧客価値に

基づいたあるべき商品開発といったところ

に多くの指摘をさせていただいたが、そも

そも彼らは設立後毎年大幅な伸長を続け、

一度たりとも停滞や後退を経験したことが

ないのだ。

既に最新鋭の道具を手に入れ、豊富な市

場機会が待っていてくれる中で、メーカー

の使命の根幹をなすモノやサービスを創造

するための「知Jが必ずしも追いつけてい
ない、という事実があった。

数日間の会話の中で次第に質問が増えて

きた。国や自らの未来に向けてひたむきに

学ぼうとする若きリーダー達の真剣な眼差

しが、近い将来、この歪みを埋めてくれる

ことを願う。

おがた ひろふみ

小方博文

(株)キンレイ

執行役員

失われた工レガンスを索めて
年齢の分類でいえば、高齢者なのだが、

元気て・活力にあふれ、わが道を堂々と歩み、

好奇心も旺盛。体力は少しは衰えたかも知

れないが、ぞれを補って余りあるのが、気

力、知力、情報力、そして財力だ。

そうした力を貯え駆使し、生活文化を

謡歌する、意識の高い人々を「快老Jと岬
ぴ、単なる高齢者とは区別して20数年に
なる。本来、消費のニューリーダーは、「快

老Jたちのはずなのだ。
その「快老Jが怒っている。彼らの生活
文化を満足させる市場と社会情勢が、あま

りにも未成熟でお粗未だからだ。

キーワードは工レガンス、品格だ。モノ、

コ卜、ヒ卜、ミセ、マチの再生のために、

上質な工レガンスの構築のために、怒りを
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込めて振り返ろう。

私も「快老Jのひとりなのだから。その
エネルギーは新しい市場を創るのだから。

お力、はし ようこ

岡橋葉子

岡橋マーケテイング研究所

所長



頼りたい、頼られたい
政局は、国民の政治不信から混沌として

解散・総選挙の様相を呈しているが(記述

日:麻生内閣発足日)、食品業界も同様に

お客様からの信頼を失いかけている。「う

ちは安全安心ですリといくら声高に叫ん

でも、様々な安全告知をしても、その前提

となる「信頼」がなければお客様が安心す

ることは困難だ。

信頼を醸成するためには、選挙同様、お

客様の選択基準となるマ二フェス卜を掲

げ、これを日々実践していくことが本来求

められていることではないだろうか。そし

てお客様は選択責任をもち、数値的な安全

指標がなくともその企業のありように共感

し、「私はあんたに任せる!善意のミスは

許しちゃう!心中しでもいいリ信頼を寄

せ、選ばれた企業は「そこまて・言ってもら

えるならJと意気に感じ信頼に応える、そ
んな関係が理想だ。

疑いだしたらキリがない、値上げになる、

気分が悪い。頼り、頼られる関係は、どち

らも気分がいい、だから決して裏切らない。

おきつ 廿ずお

沖津和夫

(株)桃屋

事業戦略チーム マネージャー

経営としてのcsへの転換が必要
企業にとってのcsは、当然に経営とし てのcsの向上策に及ぶものは少ない。個
てのcsでなければならないと考えている 人論から組織論ヘ、捉え方を抜本愛革せね
が、どうもcsを語る書籍の多くでは、組 ば、 cs向上による「需要の創出J効果は
織や企業活動としての論説は少なく、いつ 出ないのではないか。需要の創出のために
の閏にかスタッフ、つまりは個人のcsに はcsは欠かせない。
転嫁されているものが多い。csの向上は
個人のマインドの問題であるとされ、数多

くの精神訓話が語られて、「意識の問題」

であると誘導されることが多く、かえって

これでは拍象論で終わり、その後の具体的

改善策につながらない。スキルにしても同

様で、個人格差の存在を考えると、なかな

か企業組織全体としてcsを向上させるス おくい としふみ

キルにはつながりにくい。物理的な顧客接 奥井 俊史
点環境のcsに与える重大な影響への言及 ハーレーダピ、ソドソンジャパン(株)
も少ないが、何よりも経営活動全体とし 代表取締役
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SPの最前線とそのマネージメント
SP領域において、 CRMの視点が重要 れは「標準化力Jと「ソリューション力J

になっている。SPにとっての十分機能で である。

ある「購買時Jの範囲から、「購買前J.r購 前者は、課題解決に直結するレベルのメ

賞後」といった、より広い範囲でのコミュ

ニケーションである。また、多彩なメディ

アミックスの戦術レベル・手段レベルに加

えて、戦略レベル・成果レベルが従来に増

して求められている。実践においても、様々

なコミュ二ケーションの輪が生まれてい

る。

ただこの世界、ナレッジが属人的で、全

体量適マネージメン卜がうまく機能してい

ないのが現実。今こそ強力なマネージメン

トがより重要なときである。ぞれも高い次

元で。

私はポインが2つあると考えている。そ

ニュー化。

後者は、潜在ニーズを顕在化させるレベ

ルの開発。

両者を同時にマネージメン卜することで

あって、そのための「仕組み(必然的に物

事が運ぶ)Jを創り上げることである。

おの としひろ

小野敏博

(株)ヒロモリ

取締役副社長

水口先生から学んだこと
-話は全体のボリュームがわかるように、

整理し端的に。わかりやすいセンテンス

を積み重ね、時にユーモアを支える。

-理論より実務・現実。現場の声を大事に

する0

・とにかく、時聞があれば本を読む。ジャ

ンルは問わず、興味あるものを片っぱし

から。

-相手の立場を思いやる。大きく考えても、

小さく考えても、上を見ても下を見ても、

右を見ても左を見ても、とにかく、 ただ感

謝する。感謝の気持ちを常に忘れずに。

-そして、最後は「勝負はこれから。これ

から面白くなる。元気出していこう」だ。

私は 1999年から MCEIに参加させて
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いただき、勉強させていただいている。い

つも水口節を聞くたびに、新たな「ウレシ

イ、ありがとうJの感激を受け続けた。そ
んな水口節をもう闇けないと思うとさびし

い限りである。

先生から多くのことを学ばせていただい

た。ありがとうございました。先生にお会

いできたことに感謝の意を表し、合掌。

おのせ しゅういち

小野瀬修一

(株)工ヌケーインター



ストレスマネジメン卜のすすめ
組織の中で心や体が疲れていく人が増加

している。短期の利益追求のため、コスト

ダウン ・コストカット、費用対効果への過

剰とも思える対応、成果主義、人件費の変

動費化 ・リストラ、などの施策が最近の経

済情勢からすると、今後ー層厳しく実施さ

れると思われる。

このような環境下では、さらに多くの人

がストレスによる心や体の病をかかえる深

刻な事態が危慎される。

そうならないために、ス トレスマネジメ

ントをおすすめしたい。

大切なことは、企業の厳しい施策につい

て、自分が直接コントロールできないこと

であり、極度に考え込まずに-6横におい
ておくぐらいの気持ちでいることである。

そのうえで、①自分でコントロールできる

ことや職務に集中すること ②間違いに気

づいたら、素直に次の行為を選択し直せば

よいと思うこと ③周囲にいつも感謝の念

で接することによって、励まし合える仲間

をつくること。

私自身、人材教育の仕事をするように

なってから、自分にも言い聞かせながらお

こなっていることである。

がりあつまり ゅうぞう

狩集雄三

(株)カワイプロ

コミュ二ケーション・コーディネーター

Webサイト・リノベーション時代の到来
「サイトM&AJをご存知ですか?ここ
数年、インターネットのWebサイトを売
買する「サイトM&AJが注目を集めてい
ます。マスコミなどでも IT系大手企業に
よる 『サイトM&A.Iが取り上げられるよ
うになり、中小企業 ・ベンチャー企業・個

人も含めて下は 10万円単位から、上は数

千万円単位まで。いわば「不動産取引」の

ような様相で、アクセス数や会員数の多い

サイトが取引されています。一方、2008
年3月のデータでは、日本の個人や団体
が使うことのできる i.jpJのついたサイ
トの登録件数が、100万件を超えました。

まさにネット上の情報は完全飽和状態。こ

れからは、現実世界の「不動産業界」と同

じように新しいものをどんどん造るのでは

なく、「リノベーションJ的発想で、今あ
るものをどう再生するか、付加価値を加え

てどう活かしていくか、そんな時代に入っ

てきたと感じています。

力、わぐち たまき

川口環

(株)シ.工イティップス

代表取締役

百人百語2009 12 



「お互いに」を合言葉に
かつて草柳大蔵さんが松下幸之助論を書

くことを依頼されて、昭和8年以後の松

下さんの文章、講和で活字化されたものの

ほとんどを読んだところ、断然多く用いら

れていたのは「おEいにJという言語だっ
たそうだ。大事業家松下さんがつねに大事

い力、。

それを WIN-WINの関係といってよかろ

う。消費者第一主義がうたわれる一方で、

消費者の騎りも生まれている。みんなが納

得し安心できる商いや生活の創造を、みん

なで考える時代が来ているのではあるまい

にしていたのは「相互主義jであり、それ か。

は成功哲学でもあった。

いまマーケティングに大事な思想は、こ

の「お互いに」ではないだろうか。早い

話、スーパーマーケットとメーカーの交渉

の場、あるいは消費者と売り手・作り手と

の関係、そこに「相互主義Jがあれば、価
格競争も緩和され、ムリや偽りのないかた

ちができあがり、消費者もリーズナブルな

選択を安心して行えるようになるのではな

力、わしま たもつ

J 11嶋保

出版コーディネーター

我々だからできること
当社は飲料自販機やディスペンサーと

いった販売機器の修理や設置、整備作業か

ら故障受付のためのコールセンター業務ま

で、機器メンテナンスに関わる幅広い業務

を全国で展開しています。

販売商品は社員の技術サービス力という

無形の商品であり、その商品性能は機器を

正常に稼動できる状態に迅速・確実に復

帰、維持させることにあります。もちろん、

それが適正なコストに基づくことは当然で

す。

このお客様にとっての「あたりまえの状

態」を提供して評価をいただくためには、

作業をするだけでなく、そこから得られる

様々なデータやノウハウを使って異常の低

減・予防につなげなければなりません。
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研究開発の領域とは異なりますが、実

作業を通して蓄積した経験やデータをメン

テナンスの改善ノウハウとして磨き上げ、

「我々だからできることJを常にお客様に
提供し続けることが当社の存在価値と考え

ています。

きうち てつろう

城内哲郎

キリンメンテナンス・サービス(株)

代表取締役社長



1モノJを売るより[コ卜Jを売れ (iデライトマーケテイングjのすすめ)J
この言葉は「ハーレーダピッドソンジャパンJの
奥井社長が、「ハーレーマーケティングJを進める上
でよく使われる言葉である。

現代のような、「モノ余りHモノが満ち足りて欲
しいものがないJ崎代にあって、「モノ」を売ろうと
したら「モノ」は売れないということは、多くの人

が実感している事実である。

私の指導先で「アルパインマーケティングJとい
う会社がある。「ナヒ.ゲーションシステム」を得意と

し、成長してきた企業であるが、ここにきてナピゲー

ションはOEM化して、いわゆる市販商品としては
存在意義がなくなってきた。アルパインマーケテイ

ングとしては「売れるモノJがない。唯一、「リアモ
ニターjという車の後部座席から見える「力一テレビ」

の存在があった。最初この商品を「テレビJという「モ
ノjとして売ろうとしたが、まったく売れなかった。

そこで「家族が、特に子どもたちが楽しむリアモ

ニターjとして「ミ二パンJを中心に展開したところ、
爆発的に売れ 12008力一用品大賞」を受賞する
までになった。このことは「モノ」としての「リアモ

ニターJは売れなかったが、「コ卜」としての「リア
モニター」は売れたということである。お客様の喜

ぶこと、即ち[子どもたちが喜んで車に乗り、楽し

くテレビを見る、夫婦は安心して会話ができるJコ
卜を売ったのである。

今や時代は、「モノ」を売るより「コ卜Jを売る「デ
ライトマーケティングJの跨代を迎えたといえる。

きつがわ きょ うじ

吉川京二

(株)ケーズマーケティング

代表取締役

教育は難しいがやるしかない
2008年3月、日本の教育、特に小中学
校、高等学校の教育の指針ともなるべき新

しい学習指導要領が発表された。その後、

多くの人が教育については語り、問題にも

なった。

日本の教育はどうあるべきか、諸外国と

比べたときの学力の低下に関しては驚かさ

れるし、情けなくもなる。だが、そんな中

でも今回のノーベル賞受賞者4人の二ユー
スは一筋の光だった。資源が乏しく、小さ

な国である日本が世界に伍していくには教

育は必要不可欠だが、どうすればよいのか。

一方、誰もが親になったり、上司になっ

たり、人はいやでも教育する立場に置かれ

ていく。そして、多くの人がこの教育に苦

労する。人に教えることの難しさを経験す

るのだ。いつの間にか不遜な態度になって

いることにも気づく。だが、親と子の関係

同様、教育は逃げるわけにはいかない。子

どもはいつの間にか親を超える。その日ま

で謙虚な態度で、しかし、熱意をもって教

えていくしかない。

きむら ひろふみ

木村裕文

(株〉ラティオインターナショナル
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「豆腐非Jの新業態
今年は 『林住期j最後の年・満75才に 顧客満足度の高い商品を生み出すことがで

なる。ニッスイで少し長い 『家住期jを過 きるかどうか…厳しい挑戦になりそうだ。

ごしたあと、好きな外食の世界で海鮮非 居内で豆乳から作る出来立ての豆腐を主役

『ザ・どん.110年、讃岐うどん 『めりけんやJ にシニア世代にも歓迎される和食の新業態
5年と、仕事を生き甲斐に重ねるチャンス を生み出すために、豆腐漬けの日々が続い

をいただいた。今年はヘルシーを売りにし ている。

た(豆腐井)の新業態をイオンのフードコー

卜でスター卜させる。食に対するさまざま

な不信が増幅している中での新業態は 『と

にかくすべて客の目線に入るオープンキッ

チン1が要求される。庖舗での作業を省力
化するため、素材から商品(メニュー)ヘ

のプロセスをできるだけメーカーの工場で くりた よしお

処理することばかり考えてきた私にとっ 栗田 芳夫
ては、戸惑う環境の変化である。MAC. (株)めりけんや顧問

KFC等アメリカ生まれの強豪 F.F.の中で 食生活アドバイザー協会副会長

「破壊」からの「成長J
数多くの経営者の方々にお会いしてき かなくてはお客様(市場)に見放され、必

て、気になったことがあります。 然的に終意を迎えることになるJと経営者
それは成功している、もしくは成功に向 の方々に改めて気づかされる今日この頃で

かっている経営者の方の考え方です。しか す。

も、その経営者とは、先代から継承をされ

た方々のことです。その気になる傾向は、

先代のやり方を破壊することからスター卜

させているのです。そして、その過程で破

壊できない「核Jとなる部分を改めて認識
され、その上で自身の考えや経験などを加

えて展開をされている会社が成功してい

る。逆に先代のやり方を変えずに守り還し

ているところは、維持もしくは下降してい

ることが多いように感じました。お客様(市

場)も常に変化しています。そうなるとや

はり「企業もそこで働く人間も変化してい
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小林靖司

TOTO (株)
販売統括本部リモデル営業推進部

リモデル営業推進グループリーダー

リモテ.ルプロモーションセンタ一長



クレージーな顧客
2008年、北京オリンピック開催の前後

期頃、東京都内及び周辺のワイン販売庖(専

門庖、有名百貨j苫、他)からある特定のワ

インが全て買われてなくなってしまった。

価格は1本5万円から 10万円位までの年

代物ワイン、「シャトー・ラフィット・ロー

トシルトJ。買いしめたのは中国からの観
光客ご一行様。中国でも富裕層の人達で、

ワインの価値よりも高額で世界的知名度の

あるブランド・ワインが最高のオミヤゲな

んだそうだ。しかし高級ホテルのレストラ

ンで「シャ卜ー・ラフィ ット」を飲んだ客

は皆無であったそうだ。一方 IT貴族が登

場して 1本 10万円から 100万円位の年

代物ワインを社内の応援聞に並べ、 チーズ

やてきとうなツマミで酒盛りをする、そし

てそこへワイン雑誌の編集長や有名ソムリ

工を招待して、どう、このワインへのコメ

ントは?なんでいう IT貴族パーティが流

行っているのだそうだ。中国の富裕層観光

客ご一行様にしても IT貴族の皆様にして

も、値段が高ければいい、それで満足とい

うお客様なのであろう。ブランド崇拝、ブ

ランド狂時代というのはいつの時代もあっ

たことなのだが、ことワインに関するかぎ

りクレージーな顧客時代と言えそうだ。

こんどう さとし

近醸聴

(株)センシュウ ・アド ・クリ工ーターズ

代表取締役会長

攻撃は最大の防御なり
これまでにも百人百語に「マーケティ 提に、そのマーケティングシステムに、メ

ング倫理」の重要さやメディアの報道倫理 ディアやオピニオンリーダーへの正確な情

に関して提言してきた。昨今は、この二つ 報提供と発信を組み込む必要がある。その

の複合汚染が日本の食を振り回す。中国の 意味では「マーケティング工シックス」を

トラブルは大きく取り上げ、世論を煽るメ お客様に認めていただくと共に「ディフェ

ディアが日本で発生した同種の扱いは、サ ンシブ=オフヱンシブマーケティング」が
ラッと通り過ぎる。消費者が求める(驚く) 必要な時代かもしれない。

リスク情報を大きく扱うのがメディアの特

性だというが、本当にそれだけだろうか?

各業界 ・各商品共に当該業界人だけが正確

な情報をもち、判断ができる、一方、一般

の記者を含めた人々は、口コミを含めた断

片的な間違った情報に踊らされている。こ こんどう ただし

の課題は、やはりメーカーなどが主体と 近藤 直
なって、自己防衛的に行わなければならな 昧の素冷凍食品(株)

いだろう。生配販3層が、お客様満足を前 取締役専務執行役員
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真の豊かさとは~次の世代のために
先日の連休、お墓参りにクルマで出か

けた。ガソリンをはじめとする値上げが

二ユースなどでさかんに取り上げられては

いるが、道にはクルマが列をなし、渋滞で

ある。まだまだ豊かな日本を思い知らされ

るとともに、親の世代や、さらにはそれ以

前に日本を支え成長させてきた方々に、感

謝の気持ちになった。

一方で、日本は確かに豊かにはなったの

だが、そのかわりに失いつつあるものがあ

るような気がしてならない。

食品偽装や汚染米、お金を右から左に動

かして、濡れ手に粟するカジノの様相を呈

した資本主義、儲けに走りすぎて失ってい

るものはないだろうか。

使い捨てパッケージや次から次に使い捨

てられる旧製品、深夜営業の小売庖、便利

さを追い求めるあまり、なおざりにしてい

るものはないだろうか。

日本が本来もつ価値観や美徳、そうし

たもっと大きな視座から世の中を眺めなく

てはいけない時期にきていると思うのだ。

マーケティングとて例外ではない。

さががみ しんすけ

坂上長介

(株)市場開発研究所

何も蛮わっとらん!
人類がこの地に誕生し、文明というものが

なかった繁明の時代。山に入って食べ物を手

に入れていたころ。狩猟に長けた人は獣を狩

り、木になる果物や草を見つける人はそれを

集め、JIIで魚をとる人は手で捕まえる。その

地で採れたものをその地で食べる。これほど

うまいことはありません。

しかし、文明という大きな時の流れは、採

れた地点と食べる地点をどんどん離していき

ました。産業革命はそれに拍車をかけました。

大量に生産される場所と、大量に消費される

場所は、はるかに長い距離になってしまいま

した。

その長い距離をスムーズに流れるようにす

るために生まれた知恵が、マーケティングで

した。しかし、生産地から消費地への一方通
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行のノウハウだけでは、多様化する生活の問

題を解決できなくなってきました。

「マーケティングの新しい視点JMCEI 
SCOPE VOL.118掲載 (2003年8月)

上記の拙文は、2003年に投稿した原稿の

一部です。昨今の偽装やら不正やらをみると、

5年たってもなにも蛮わっていません。アホ!

パ力!マヌケ!死んでしまえっ!と思います。

暗閣の宇宙を悠然と進む、碧き宇宙船地

球号をなんとかこれ以上壊さずに、次の乗組

員に手渡すためにできることを、いま考えな

ければと思います。

津田好宏

(株)Spark Point 
代表取締役



なぜ、生活者の視点、になれないのか?
マーケティングに必要な「生活者視点で

考えるjことは、一見、簡単そうです。な

ぜなら、自分も生活者だからです。

しかし、企業の中に入ると、企業都合の

主観的視点になりがちです。この"企業主

観"こそが、生活者との間にあるコミュ二

ケーションの溝です。

j誇を埋めるために、消費者調査などで生

た。つまり、生活者を客観的に見てきたわ

けです。

庖頭で得た知見=客観的な生活者視点

を戦略策定段階に組み込むことで、企業主

観と生活者主観を補完し、真の生活者視点

マーケティングを実現できるのです。

この考え方を、セールスデザインという

スキームとして、私達は活動してまいりま

活者の情報を集めますが、ここに落とし穴 す。

があります。生活者の主観は、身の回りと

いう極めてミクロな視点でしかないからで

す。

そこで真に溝を埋める要素として、客観

的な生活者視点を挙げます。

私達は、生活者に最も近い庖頭を起点に、

生活者コミュ二ケーションを考えてきまし

さわち ま さと

津地正人

(株)マ、ソクス

セールスデザイン室

工グセ.クティブマネージャー

人生のケジメ
世間ではまだまだ若造ではあるが、来年

2月で私も 50歳になる。いまさら焦るこ

とでもないが、本当に自分らしい半世紀で

あったのかを反省する日々である。

「放浪の天才画家」山下清画伯は、何か

を追及するために全国を歩き回った。比

べるに値しないが、私にも「放浪癖jが

あり、 30年前に自宅の市川から軽井沢ま

で160kmを歩いたことがある。追求とい

う点では、そのときの達成感は自分自身の

「宝Jとなって、今もまだ心に残っている
ようだ。

しかし、最近では、この「宝」を大切に

しているだけのような生活を送っている。

この際50歳を目前にして、この秋に30

年前と同じ道のりを歩いてみょうかと計画

をしている。

「放浪」の中から、「人 ・自然 ・心J等、
何か発見できるものがあるかもしれない。

決して悪足掻きにならないよう、「宝」を

磨く「放浪Jができたらと考えている。

す がの きよし

菅野潔

(株)興栄社

代表取締役社長
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脚下照顧xrマーケティング・リサーチとマーケテイング・インテリジェンスJ
孫子の兵法は2千年以上前に整理された が連想され、政治や経済分野において故意
ものであるが、今日でもその有効性は少し に避けられてきた。中国の65歳以上人口

も減少していない。「彼を知り己を知れば、 は既に「高齢者社会の入り口Jといわれる
百戦して殆からずJは誰もが知っている戦 7.5%に達している。中国のマクロ環境分
略の基本であろう。しかし、私たちはど 析を体型的かつ継続的に実施している企業

うもこの基本戦略を軽視しているのではな はあるのだろうか。言うまでもなく「リサー

いだろうか。敵を知り、己を知るためには チJの二本柱はマーケティングの基本であ
「リサーチJが必要である。「リサーチ」と る。
は「マーケット・リサーチ」のことであり、

「マーケティング・ リサーチJと「マーケティ
ング・インテリジェンス」のことを指す。

日本人が通常「リサーチJと聞いて思い浮
かべる「製品開発jは 1R & D (Research 

& Developmentの略)Jと呼ぴ「リサーチJ
とは言わない。「リサーチ」の二本柱のう

ち「インテリジェンスJはCIAやKGB

すぎやま しんさく

杉山慎索

立命館大学大学院

教授

地球環境とマーケテイングの共存
1年を振り返ってみて、ちょうど年頭の した。しかし、もっと切実に、地球の資源、
MCEI東京支部の新年合同委員会で、新規 自然の木・山、川・海、人閣の創造物、そ

事業開発委員会の委員として発言をする機 して、そこに生きる全ての動植物が無限で

会をいただいた際、私は「地球の挺J(著 はないことを自覚して、自分レベルだけで
者 :アル ・ゴア元アメリカ副大統領)を例 なく、マーケティング活動の中で行動でき

にして、環境問題を軸に地球規模でのマー るようにしたいと思います。

ケティング活動を提唱していたことを思い

出しました。現在もその思いは変わらずも、

いろいろなレベル感で実現できていないの

が残念です。個人的には、ある飲料メーカー

の水を購入し続けることで 11Q for 10 Q 
(ワンリッター フォーテンリ ッター)J
で、発展途上国の水資源開発に参加してみ

たり、あるイベン トに参加して、「カーボン・

オフJ(C02排出権付)商品を購入したり
と、身近で出来ることからトライしてきま
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すず き

鈴木啓悟

(株)アトモスコンサルティング

代表



YOUR MONEY 15 AT RI5K (?) 
どの時代にも、その時代をリード(ミスリー

ドも含めて)するキャッチフレーズがある。古

くは「鬼畜米英」ときてそのすぐあとに「一億

総ザンゲJ、やがて「列島改造HバブルJと
踊り狂い、現在は正体未確認の「環境(工コ)J
と「地球温暖化jの花盛りである。概して、こ

のような大衆訴求のキャッチフレーズがもては

やされたあとにはロクなことがない。付和雷同

する時の高揚感と付和雷同したが故の喪失感

のギャップに、いつも時代ははまりこみ、ダメー

ジを受けてきた。

今般の金融ショ、ソクの最中、アメリカのTV

ニュースには iYOURMONEY IS A T RISKJ 
の文字が呪文のように流れていた。もしこの

ワードどおりに時代が動くなら、iI.l苦境Jも「温
暖化」も、オアトガヨロシイヨウデとそそくさ

と高座を降りることになるにちがいない。リア

リティの前に、バーチャルはかすむのだ。

「工コだ、温暖化だ」といえば何でも容認さ

れるかのような時代相を逆手にとって、まがい

もので一儲けたくらむものも不均だが、その

時々 のキャッチフレーズにのせられて、右往左

往するだけの大群に自分もいつしか仲間入りし

てはいないか、と自問することも大事だ。虚実

は複雑にシステム化されている。虚の作用は

勿論、それ以上に実の作用をしっかり見きわめ

る眼力が、今こそ求められる。

すずき しのぶ

鈴木忍

(株)工スツ一

代表取締役

古くて新しい、「オリエントエクスプレスj
80~90 年代の流行で「レ卜口」ブー

ムがあった。

古いホテルや自動車、家電や玩異などを

愛用し、自己の記憶を重ね合わせて懐かし

むという文化である。

今から 20年前の 1988年、ヨーロッパ

からレ卜口な豪華列車「オリエントエクス

プレスjが来日、圏内を運行する大イベン

トがあった。

1929年製を含むこの客車違は、フラン

スはパリを出発後約2ヶ月掛けてシベリ

ア、中国を走破し香港ヘ。海運を経て山口

県下松へ上陸し、最終目的地東京まで通

算約 18.000kmの長旅を旅客運行で完遂。

これはギネスブックに記録されている。

古きよき時代のオリエン卜エクスプレス

は正にレ卜口文化の申し子だが、日本の鉄

道模型でレトロといえば、昭和30年代の

「つぱめJや「はとJといった SL時代ま
でさかのぼるのが定説。だが鉄道模型ファ

ンの年代も時代と共に若くなってきて、そ

んな時代を知らない層が増えてきた。そん

な向きには国鉄が分割民営化された昭和末

期も既に思い出の範鴎という訳で、日本を

走った「オリ工ントエクスプレス」の鉄道

模型製品化は、日本の新しい鉄道模型ファ

ンが喜ぶ、レトロ文化を超えた好企画だと

自負している。

せき まさひろ

関昌弘

(株)力卜一
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Changeのスイッチ
今の状況を蛮えなければと思ったことありませ

んか?

その状況はいかんともし難いものだったり、さ

らによくしようと向上させていく類の物事だったり

と様々 でしょう。私は今年掲げたテーマはChange

です。現状の環漬から遣うフィールドで活躍の場を

アメリカ次期大統領のオパマ氏は fChangeJ

fYes. We canJを選挙中掲げてきました。

国民の期待も今までの負の遺産を何とかしたい、

底辺から衰えて行きたい思いが強いからこそオパ

マ氏を押し上げたのではないでしょうか。Change

のスイッチを国民が入れたのです。

広げること、ワークライフバランスの実行、地域コ Changeのスイッチを入れるには強い信念と意
ミュ二ティへの参画でした。個人的には、今までの 志、行動が必要です。そして継続実行することも

環境からの変化、ライフのパートの比率をあげてい そうです。

くということではChangeのスイッチは入れること 2009年どんなChangeのスイッチを入れます
ができました。スイッチは入ったのですが、中々 思 か。

うように進まないのが現状です。

世の中好景気だと思っていたらサブプライム問 たかうち おさむ

題に端を発した金融危機、原油高騰による原材料 高内 修
高などの影響で一気に世界的に景気と社会が冷え

込み始めています。

花王(株) メディア企画センター/

IBC推進室マネジャー

魯迅とオリンピックと市場
魯迅の短編小説、 I社劇(奉納芝居)Jの原文に
援する機会があった。魯迅の少年時代、母親の里で、

近隣の子どもたちと過ごした村祭り見物の舟行きの

情景が生き生きと錨かれている。中国語は、情景を

幻想的なパノラマとして、躍動感と心の高揚をもっ

て描くことができる言語なのだとその時感じた。そ

のこともあってか、北京オリンピックの開会式につ

いては、「過剰Jなどいくつかの批判があるが、私は
中国語の文化として必然のように思えてならない。

その圧倒的な表現力に感服するし、これを後世の中

国の子どもたちにどのように語り聞かせるのか、大

いに興味のあるところである。

市場は個々 の「人jという主体によって構成され

ている。主体にとっては自分以外はすべて他者か環

境かのどちらかである。日本という市場は個々 の主

体が日本語をネイティブ言語として他者と環境を認
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識し、関係を取り結んでいる地域である。 中国はも

ちろん中国語である。

日本という市場は、1億2千万の主体の日本語ネ

イティブによる他者認識のダイナミズムである。中

国は13億の主体によるダイナミズムだ。

いまさらグローパリズムに難癖をつけようとして

いるのではない。取り5.!:わされる言葉の一つひとつ

を大事にし、そこにあるダイナミズムを浮かび上が

らせようではないか。日本という市場で。中国で。

そしてもっと多くの固と地域で。感動は生み出すも

のではなく、そこに在るものだからだ。もっと楽し

くなるぞ。きっと。

たがす しゅうへい

高須修平

(株)マーケティングスペース

代表



誰かのために生きる
先日ある新規プロジェクトがあり、大成

功をおさめました。お世話になった方々の

多大なご協力があってこそでした。「やっ

ぱり自分(弊社)は皆様のおかげで成り立っ

てるんだなあJとつくづく思います。サー
ビスは当然、お客様がいて初めて成り立つ

ものですが、そのサービスをスタートさせ

るにあたって、メーカ一様、配送業者様、

倉庫会社様、代金回収会社様、弊社スタッ

フなど様々な方に応援していただきまし

た。本当に嬉しかった。私は更なる企画で

皆様にもっと恩返しができるよう、がんば

ることを誓いました。情報技術が発達した

今でも、商売の基本は「人と人Jだと思い
ます。「人は誰かのために生きるからこそ

自分が成長するjこれからもこの心をもっ

て精進してまいりたいて・す。私は周囲の皆

様に応援していただいている。決して忘れ

ません。

たき じゅんいち

滝純一

社内販売ネ、ソ卜(株)

クレーマーが唱えている!
クレームの 1%を越える勢いでクレー

マーが漕加しています。

その特徴は ①金品並びに金品に関わる

強い要求 ②違法の要求③何らかの得を求

める ④心理的嫌がらせ ⑤正義感の行き過

ぎ⑤ストレス発散⑦ヒマの持てあまし ③

知識と過去の立場のひけらかし ①愉快犯

⑩精神的な病の発露。

この中で新タイプのクレーマーは⑦⑥で

ある。⑦は主として企業・組織の定年退職

者が当分は時閣を謡歌するが、その内ヒマ

を持てあまし古巣の企業に電話を入れ「自

分が勤務していた頃は…jと手の内を知っ

ているだけに痛いところを 1~2時聞かけ

てねちねちと突くケース。③は元お役所に

勤務ないしは現在勤務者がもてる法的知識

を駆使して意地悪く問題点を挙げ「摘発す

るぞ」と脅すケースである。

なおメールでのクレーム、クレーマーに

はメールでのやりとりは絶対に避けた方が

よい。文章は証拠になり、どうにでも解釈

できる。

たけだ て つお

武田哲男

(株)武田マネジメントシステムス

代表取締役
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ヒット商品は一人から
rCROCSJ 2002年に米園、デンバー

に誕生した、あのサンダルです。日本に

は2005年に上陸、商品(デザイン)を

見て、誰がこれほどの大ヒット商品になる

と思ったでしょうか?今年、エレベータ一

事故で社会現象まで起こした、ヒット商品

はPLAZA庖の庖舗バイヤーの一人がよE
旦i_U_とi亘盛Lし、 2005年に自庖プロ
モーションを企画したことから始まりまし

た。市場で未知数の商品をリスクを顧みず、

販売し実績を上げたことで「先行利潤Iを
得られることができました。先行利潤とは

マスマーケット商品(どこでも買える!) 

になった今年も、総販売数 300万足以上

の 10%近く(前年僧)を PLAZA16で販
売可能にしました。また、協業商品として

自社デザイナーによる rCROCS Tote 

8agJを企画販売、当日には 300人を超

す長蛇の列ができ、購入いただけなかった

お客様にご迷惑をお掛けしました。因みに

一般市場の商品は CROCSデザインです。

マーケティングは商品力と庖頭プロモー

ションによって市場を作り出せるのです。

それも「一人のバイヤーからリ。

たじま しんいち

田島慎一

プラザスタイル(株)

コーポレートオフィサー

「お買い物Jから「お買い心Jへ
首都圏の主要鉄道路線の沿線居住者 ルは壇加傾向にある。百貨庖は業界再編が

6.474人に街や商業施設の利用動向、生 進むが、効果は未知数と言われ、業態を超
活意識やニーズを聞いた。近年首都圏に聞 えた競争がますます激化。今後このような

業した話題の商業施設について訪問状況を 目の肥えた経験豊かなアクティブ女性た

尋ねたところ、実際に訪れた率が最も高い ちをお庖にひきつけるためには、「お買い

のは「表参道ヒルズJr新丸ビルJr東京ミッ 物」という概念を超えた価値の提供、発想
ドタウン」。全体の傾向は男性より女性の の転換が必須ではないだろうか。それは?

方が高く、また女性の 50代以上は上位 3 rちょっとうれしいJrちょっとびっくり」
施設の訪問率が4割超で、話題のスポッ の感動を、もう一度考えてみようと思う。

卜のお出かけにアクティブさが窺える。今

後の利用意向を聞くと、上位の施設はリ

ピー卜意向率が低めとなり、話題の新設施

設はしっかりチェックし、身の丈に合うか

の判断をしている様子。その女性たちの商

業施設利用増減を聞くと、百貨庖は減少傾

向で、中大規模ショッピングセンター・ビ
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田中早苗

(株)京王工ージェンシー

マーケティング・プランニング室(MP室)



引く日常
外に向かつて拡大と虚的生産性を求めて の生活技術に至るまで、 幅広くレッスンプ

破錠した金融化経済は、大きく実体に引き ログラムのユーザーになりたいと願ってい

戻され、内的実体である日常単位に確たる る。自らの棚卸しを中心に、日本社会全体

ものを求めて圧縮し、厳選して本質に回帰 が戦後60年のクリー二ングを求められて
する流れが、個人レベjレのライフスタイル いる。次の活力はその後にやってくる。

にも反映される年。国も企業も個人も、足

元を見つめ身の丈を磨き、何が大切なのか

を問い直す大事なチャンスを得た時代で

ある。日常生活から物的余剰を削ぎ取り、

シャープで洗練された引く美学、マイナス

する知性を活性させ、本当の姿、健康な

姿、シンプルでクールな存在としての自己

を取り戻すことが市場化する。実体回帰と たにぐち まさかず

して自立し自己解決能力を引き上げようと 谷口 正和
いう傾向は、個人生活者の中では解決技術 (株)ジャパンライフデサ.インシステムス・

の学習を求めて、自分の興味領域から日常 代表取締役社長

「マクロ」を言い訳にしない「ミクロ」の姿勢を!!

「ハチドリのひとしずく」というアンデ

スの山中に伝わる物語をご存じでしょう

か?それは、山火事が発生しその山に住む

動物達は、われ先にと逃げ出す事になる。

だが一羽のハチドリだけが、いったりきた

り、せっせと山火事の現場に飛び、ロに含

んだひとしづくの水を、火の上に繰り返し

落としていくのです。

他の動物がそれをみて、「お前は何をし

ているのだね。そんな事をして、何んの役

に立つのだね。」と笑いものにするのです。

だが、ハチドリは答えていう。

「私は今、私にできる事を全力を挙げて

やっている。只、それ丈の事なのです。」と。

いかがでしょうか?世界も会社も私達一

人々から成り立っているのです。だから、

貴方や私が「今出来る事Jから、全力を傾
注して実行するなら、例え少しずつでも、

間違いなく蛮わっていくのだ、と思うので

す。然し残念乍ら今、多くのビジネス・パー

ソンが、白らの仕事の目標未達を 『マクロ』

の景況の厳しさの故にし、『ミクロ』即ち

自らの責任を転嫁し、「ハチドリのひとし

づく」の「実行力」すら行使していないの

ではないのか、と憂えているのです。何翠

ハチドリを凌ぐ、『ひとしづく』の実行力

を期待して止みません。

たにぐち まさる

谷口優

四日市大学

経済学部客員教授
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テロ戦争時代・企業の平和戦略一海外展開5年で満願
2001年ニューヨーク飛行機自爆テロで

翌正月 「テ口戦争時代一企業の平和戦略j

を提言。海外の反響が多く、 ‘04年仕事引

退後、質問の多い欧州を初めに毎年宗教 ・

主義・民族の違う国を歴訪し現地で質問者

と自由率直に~流、多くを学びながら展開

して来た。

今年は2月南ア .4月南米で民族を超え

た平和の実現を体感。6月は最終の纏めに

北欧を訪問しテーマ完結。4年半で30余

国を訪問。

北欧諸国は人間の幸福実現に奉仕する

理念に総てを凝縮し実現して居た。それは

マーケティングの理念「顧客志向」ヒュー

マンマーケティングの「全地球の生命体に

生かされて居る人間の幸せの実現」と根源

は同じだった。

幸せ ・生活・経済・平和の最高質を達成

の北欧から個人・社会総てが三流へ落日中

の日本の姿を実感。同時に回生の夢と勇気

を得た。今や小手先では駄目、上記理念を

国家百年の計として我が園の理想郷を創造

する好機が来た。

これで満願成就・帰家穏座の感。(内 .-) 

ちあし た力、あき

千足隆昭

ヒューマンマーケティング研究所

主宰

マ夕、ライト効果

新商品を企画する際、購入客層を誰に定 なります。自ずと開発スピードも早まるは

めるかは重要な課題です。昨今はライフス ずです。

タイルの分析が主流とうかがいますが、こ 問題は社内説得です。客層を狭く設定す

こに新しい視軸を加えられないでしょう ると、売上が見込めないのではないか、と

か。 いう雑音が必ず出るはずです。しかし、問

新視軸は購入体験による分類です。見込 題はありません。対象客を狭く設定された

み客を、その商品の購入体験をもとに括り 商品は、光源を絞り込んだマグライトと

直し、グループごとに最適な訴求特性を付 同じ働きをします。個性のある商品は、周

加するという考え方です。①類似商品の購 辺にいる多くの購入客を照らし出すでしょ

入客に買い替えを促す商品、②以前購入し う。

ていた休眠客を再び呼び戻す商品、 ③知つ

てはいるが買わない人に購入動機を与える

商品、 ④全く知らない人を啓蒙して購入を

促す商品、という分類です。

新しい視軸を取り入れますと、収集すべ

き情報と、商品に付加すべき特性が明確に
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千葉東一

(株)セン コーポレーション

代表取締役



懐古の情
あの夏の盛りに真っ黒に日焼けして、氷

水の中で冷やしたトマトをそのままかじっ

て、青臭いにおいと共に感じたあの甘み、

耳にはうるさいほど鳴いていたセミの声、

今となっては忘れられぬ思い出だが、今の

子どもたちの多くは、夏も冬も同じ味の甘

いアイスクリームや、年中あるチョコレー

トやケーキの上にのった季節感のないイチ

ゴを食べて、食品というものは工業製品の

ようなものだと思ってしまっているのかも

しれない。やっぱり、どんな忙しい時代が

きたとしても、食事はなるべく最低限、家

族という一つの単位で一緒に同じものを食

べることで、季節感を感じ、偏食を避け、

食べるということから人生のいろんなこと

を自然に学んでいくのではないだろうか?

子どもも親も好き勝手に生きている時代、

嫌なものでも我慢して食べるという経験も

ないから、子どもの忍耐力がまったく育た

ない。家族にも忍耐力がなくなり、親子で

殺しあう事件まで埋えてきている。

食生活と家族のあり方が今、問われよう

としている。

つじ よしお

辻義雄

舞鶴蒲鉾協同組合

参事

五感のチカラ
商品が売れないという。売れる商品が作

れないという。さて何かよい知恵はないか

と聞かれる。不思議だ。頭を抱え込んでい

ないてー聞いて回ればいいのに。聞くのは誰

でもいい。わざわざ調査会社に依頼しなく

ても他の社員や社員の家族に聞きに行けば

いいのに。問題は何をどう質問するか、だ。

それともらった答えをどう消化して栄養に

するか、だ。それは、どんな問題があるの

か仮説を立てる力とも言えるし、本当はも

う気づいている問題点を整理するだけなの

かもしれない。成熟したカテゴリーとか完

成した商品なんて思い込み。ゃれ金融危機

だ、不況だ、原油高だとマスコミや評論家

の扇動に煽られて立ちすくんでいると、そ

れでもきちんと利益を確保し成長している

企業に置いてきぼりをくわされるかも。

どんな経済状況でも人の知恵がイノベー

ション、新価値創造すると信じたい。その

ときのキーワードは「五感Jに訴えるもの
づくりだと思うのですがいかがでしょう。

でむら こう じ

出村光司

(株)DMR Lab 

代表取締役
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国の地域活性化策のマーケテイン夕、

地域の中小企業を活性化するための新商 情報が必要です。国の認定が始まりなので

品開発を支援する国のプログラムがいくつ すが、商品情報はそこでストップしていま

かあります。地域資源活用・農商工連携・ す。市場に向かった編集 ・情報提供機能力T

新連携等の施策が、 3年前から進行してい 必要です。それを国がやるのか?民闘がや

ます。これらは、事業計画を策定し、国の るのか?マーケティングマインドの導入が

認定を受けてスタートします。認定情報は 不可欠です。

中企庁や中小機構の HP等で確認できます

が、2009年度中には 1.000事業以上に
なると思われます。これらの情報は、認定

がペースで編集されています。活用する製

造業や卸売、小売業にとって甚だ見にくい

情報でとどまっています。都道府県別認定

分野別の静止情報です。認定企業の製品は、 ながさわ たがお

市場て・売れることがプロジェクトの目的で 長津 多加生
す。商品分野別に、市場の企業が必要とす (株)長津経営研究所

るくくりに編集し、リアルな商品開発進捗 代表取締役

気ままで生真面目
各駅停車の旅をしているときに、近くの

席からのどかな風景に妙にマッチした生真

面白な声が聞こえてきました。

「工場が予定通り動くように販売の連中

にきつく言ってくるからJ。
「認知が購買を保証しないJとMCEIで
教えていただきました。

生真面目に生活者を調査し生真面目に作

られた商品が、売場では気ままに選ばれて

いることも現実です。

企業やブランドにコミットメントが高

く、情報収集や発信を自発的に行う「コミュ

二ケーション型生活者Jが、工場で作った
価値を伝えることを基礎にしたマーケテイ

ングコミュニケーションの実際を替えそう

です。
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自立して気ままに、時として生真面目に

商品と向き合うこともある「コミュ二ケー

ション型生活者jになった生活者とどの

ように企業がコミュニケーションするか、

コミュニケーションチャネルの現場 MCEI

の皆さんと気ままに生真面目に語り合いた

い2009年です。

ながじま よしひこ

中島良彦

大日本印刷(株)

C&I事業部マーケティング開発室

室長



台湾高速鉄道
2007年開業の台湾高速鉄道(台湾版新 る。観光用なら海と山を見せながら走るぺ
幹線)。北の台北から南の左営(高雄)の し。最初のコンセプ卜が「スピードJ;なら、
2大都市問、約 330kmを96分で結ぶ。 これとは別のコンセプトを設定するのは難
初め独仏が受託していたが途中て・上物は しい。コンセプトは初めからのものである。

新幹線の 700系を採用した。 1時間に6 韓国の KRXも似ているのか。

本、台北一左営は4，000円弱。台湾海峡

寄りの平野の中をまっすぐ最高300km/h

でつっ走る。果たして採算に合うのか。ア

ジアの場合、在来線(狭軌)とは別に独立

線(広軌)を専用として設置する。「採算

には合わないJと地元の人は言う。東京一
名古屋閣の新幹線を考えてみればよい。今

になって日本人に向けた観光用にしたいと

いう。しかし、景色はおもしろくもない。

これはヨーロッパ ・スタイルで駅は空港ス

タイルでほとんどは在来線の駅と離れてい

ながだ しん や

中田信哉

神奈川大学

経済学部教授

人と地球にやさしいこと、継続中!
昨年の百人百語に、当社の「ユニバーサ

ルプリンテイングJのことを投稿しました
が、現在もその活動は継続中です。

‘08年は、業界で初めて、ワクチン購入
の寄付金を含んだ印刷用紙「ワクチンペー

パ-Jを発売しました。この用紙を使用し
ていただくことで、世界の子どもにワクチ

ンを贈ることを目的に活動している認定

NPO法人「世界の子どもにワクチンを一

日本委員会 (JCV)Jに売上金の一部が寄
付される仕組みになっています。おかげさ

までお客様からご理解・ご賛同をいただき、

この 1年間で約30，000人分のポリオワ

クチンを提供できる寄付金を贈ることがで

きそうです。

また、今後は「ユニバーサルプリンティ

ングJの活動を、日々ブログで綴っていこ
うかとも考えています。この百人百語の発

刊日までに、公開できていればいいのです
が・..

'09年も新たな「ユニバーサルプリン

ティングJネタを見つけて、人と地球にや
さしいことを継続していきます!! 

にしおが た 1J'お

西岡隆男

大平印刷(株)

新規事業課
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体験的「お客さま学J恋愛映画論
久々の休日、見逃していた恋愛映画をCATV

で観る。物語の意外な展開に思わず熱中!珍しく

酉定電話のペルが鳴る。そのCATVを合併した

という新会社からの電話。親しげに私を名前で呼

んでくれる。契約をデジタルにすると画質が格段

力的な話でも、他人から一方的に売込まれるのは

イヤ!!と思うのは私だけではないだろう。まし

て休日のささやかな楽しみを邪魔されては堪らな

い。哀れ新会社の思惑は見事に外れ、十年来の

優良顧客は他社への乗換えを本気で検討し始め

によくなる。WEBも超高速、電話代も格安にな る。

るそうだ。私を電脳好きと知つてのことなのか魅 他人→知人→友人→恋人→身内 「お客さま

学jでお馴染みの水野勝弘氏の関係進化論だが、

企業とお客さまとの関係は、まさに恋愛映画。想

う相手との距離を確かめずにアタックして成功し

力的な営業トークが続く。大歪いい話なのだろう

が、恋愛映画も、いまちょうどいいところ。オペ

レーター嬢の営業トークは相手の都合など気にす

る様子もなく儀舌さを唱す。ZE脳好きとしてはそ
の手のサービスは必要になれば自ら吟味して比較

検討する。が、知らない会社からの突然の電話で、

馴れ馴れしく名前で呼ばれ、頼んでもいない話を

酒々と聴かされたら、いかに好奇心旺盛でフ工ミ

ニス卜の私としても、引いてしまう…。どんな魅

た話を私は聞いたことがない。

にとう しようへい

仁藤正平

(株)S pソリューションズ
代表取締役

クラウド マーケテイングはいかが
ITの世界は、常に新語のラ ッシユ、情
報処理に関して、今、最も持て眠草されてい

る一つがクラウドコンビューティングであ

る。インターネットというネットワークの

向こう側にコンビュータがあり、そこで情

報処理が行われることで、目前の自前のコ

ンビュータに依らない処理形態である。ク

ラウドはcloud、雲であり、ITではネッ
トワークを意味する。

そして、このように特定の外部への処理

を委託することはアウトソーシングと言わ

れる。他方、不特定多数の人に外部委託す

ることはクラウドソーシングと言われる。

このクラウドはcrowd、群集である。ウ
イキペテ.ィアという百科事典(無報酬)は

この一つの成果である。
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マーケティングもインターネット(雲)

を通じて、群集に委託するというクラウド

マーケティングを実践したらどうだろう。

もちろん、無償でなく有償で。素晴しい知

的労働力(群集の知恵)に任せてみると、

意外と効能があるかもしれない。

ぬまもと やすあき

沼本康明

情報戦略研究所

所長



ローマは予防医学国家だった
「ローマ人の物語(短見七生氏)Jに、ローマ人
はインフラ民族である、といった記述がしばしば

出てくる。

「すべての道はローマに通ずJとか「ローマ軍
はつるはしで勝つ」という言葉に代表されるよ

うに、インフラやロジスティクスの整備に熱心で

あった。高速道路網(街道)をつくり人馬の迅速

な移動を可能とし、上下水道を整備して生命線の

確保を図り、医療や娯楽の施設も建設した。

中でも興味深いのが、今も各地に遺構が残る

ローマ水道。消毒剤もない当時、清潔さを保つた

め、流しつ放しだったという。それを利用しての

公衆浴場、処理するための下水道。清潔な水を

飲み、毎日のように公衆浴場に行って身体を清潔

に保つ。日本人と並ぶ風巴好き民族。これらがど

れだけ健康によかったか、ローマ史上悪疫流行は

驚くほど少ないと言う。

まさに治療より予防である。しかも国家規模で

の成果である。これが二千年前のこと。

ヤクルトは「たかがJ70年前だが、創始者が
乳酸菌を喪取することで病気にならないからだを

つくろうと、予防医学の考えを提唱し、実践して

きた。

食の不安が拡がる中、ローマの版図を超える

多くの地蛾や人々の、食の安心・安全、そして予

防医学の見地に立った健康つ.くりに少しでもお役

立ちできればと切に願います。

ねぎ し まさひろ

根岸正弘

(株)ヤクル卜本社

取締役

高齢者の不便な生活
友人の嘆き :30年ほど前に私鉄沿線に

家を購入した。程なく駅前にスーパーが進

出、買物は便利になった。しかし、駅前商

庖街は姿を消した。ところが最近このスー

パーが撤退、買物が大変不便になった。

私の見聞:久し振りに郷里で長期間過し

た。昔、賑った商庖街はシャッタ一通りと

化し、人影は疎らだ。一方、街中から少し

離れた大型スーパーには人が溢れていた。

老人たちは「歩いて買物に行けるところが

なくなり不便だ」と嘆く。

すべて生活者の選択がもたらした結果で

あるが、大きな原因はクルマで買物という

行動がもたらしたものだ。

人口構成比を年々高める高齢者のこれか

らの生活は、多かれ少なかれこのような不

便の覚悟が必要だ。しかし、この「不」の

解消にビジネスチャンスがある。高齢者の

増加を考えれば、大手小売業の低集客効率

の駅前から撤退、郊外巨大商業施設を建設

し集客増を図るという戦略で顧客すべてを

満足させることは困難である。原点ともい

うべき「行商Jや「御用聞き」といった泥
臭い商売に取り組むときが来ている。

の 在 力、 のぷお

野中信夫

野中経営事務所

代表
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大恐慌対策を鉄道に学ぶ
アメリ力発の世界同時不況の懸念が広が

る2008年秋だ。そういえば80年前の昭
和初期にも、企業の倒産が相次ぎ、農村で

は娘が身売りをする、あの昭和大恐慌が起

きた。

もちろん、わが愛する鉄道各社も危機に

陥るが、それを見事に克服した代表例が東

武鉄道だろうか。当時の同社の収益源は「貨

物輸送」だったが、製造業などの経営悪化

で赤字に転落。そこで考えたのが「乗客輸

送」であった。終点の日光周辺に観光施設

を整備し、浅草から直通特急を走らせる。

これが暗い世相にウンザリしていた庶民の

心をとらえて、見事に増収を実現。また、

同じく貨物収入に頼っていた東上鉄道(今

の東武東上線)を吸収合併して両社の経営

効率化をはかり、同時に分譲地開発などで

通勤客を噂やしていく。時の流れに身をま

かせながら、主力事業の大転換や地域活性

化を試みた成果だろう。

私たちが何気なく乗っている鉄路にも、

さまざまな歴史が刻まれ、いくつもの経

営 ・マーケティングのヒントが潜んでいる

のだ。

「たかが電車Jと侮るべからずである。

のむら まさき

野村正樹

野村オフィス

代表

地方と都市部のスーパーマーケット
日本各地のスーパーマーケットをウロウ ドの高い商品が並んでいるお庖も当然必要

口見て歩いている私達。地方に行くと、そ になってくる。

の地域のお客さまに「こんな美味しい食べ そういうお庖を“高品質スーパー"と時

物もあるのですよjと伝えているスーパー ぶのは、都市部から見た勝手な呼び方では

マーケットが輝いている。 ないだろうか。

スーパーマーケットは、普段の食生活を あくまでもそこで生活をしている人達に

支える晶揃えが基本。都市部には統合しな とっては、地域密着型「私のスーパーマー

がら頑張っているデパートがあるので、ハ ケットJなのだから。
レの日は思いっきり、買い物も食卓も楽し

くできる。しかし、地方はどうだろう。も

ちろん日常の食生活を担ってくれる品揃え

のスーパーマーケットは必要。では、ハレ

の日の食卓はどこで揃えたらいいの?地方 lまくい ゅうこ

のデパ地下ほど寂しい存在では買い物も食 伯井 裕子
卓も楽しめないのでは…。成熟した食生活 (株)萌企画

を望む大人が生活をするなら、少しグレー 「主婦っとサーベイ」
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デジタル・テレビはお好き?
テレビが2011年に完全デジタル化す
る。

デジタル放送は高画質 ・高音質等が特性

だが、このことが、どうも「テレビの基本

的在り方Jを変容させはじめているような
気がするのは私だけだろうか?

マクルーハンは、メディアを「高精細=

ホット(与える情報は多く、受け手は何も

しなくてよい)Jと「低精細=クール(情
報は少ないが、欠けているものを補うため

に受け手を働かせる)Jとして、ラジオ、

活字、映画をホット、話し言葉、漫画、そ

して「テレビJをクールと分類した。
また「ホットメディアは参加度が低く、

クールメディアは参加度が高いJとも分析
している。

テレビ世代のど真ん中て・育った私は、こ

の参加度の高いテレビに強く魅せられて、

送り手にまでなってしまったわけだが、デ

ジタル化は「テレビ=クールJの根幹を蛮
えてしまったのではないか?

いま、テレビが抱える課題が多い中、も

う一度テレビを面白くしたいと日々奮闘し

ているのだが、さてどうなりますか。

はしもと はじめ

橋本元

(株)wowow 
取締役

ニッチなヒット
世の中、ランニングブームである。東京

マラソンの申込倍率は、 3倍、 5倍、7.5
倍と年々増えている。完走よりも、スター

トラインに並ぶほうが、難しい。一方、第

二次登山ブームでもある。第一次ブームの

頃の若者が、また登山に興じている。おか

げで、山がゲートボール場と化していると

郷織する人もいる。

そこで、ランニングと登山を一緒にした

トレイルランニングというスポーツで、 現

代の若者を山に呼び込み、ブームとなって

いる。先日、日本山岳耐久レースという大

会も関かれた。24時間以内に、奥多摩の

山々の距離にして71.5kmを駆け抜ける
という超ドMなレースにも拘らず、この大
会の申込もわずか41時間で定員に達して

しまった。

大ヒットは難しいが、二ッチなヒットは

数々生まれている。ちなみに、小生もその

超ドMなレースに参加し、18時間弱かけ

て完走した。もはや若いとは言えないが・・・。

はら せいいちろう

原誠一郎

(株)桃屋

事業戦略チーム
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世界の危機とその対応
昨今、世界の政治経済が大きく混迷しつつあるときに痛感される て、こうした国々にあっては一国の独立こそがすべての自由平等、繁

ことは、自本人の国際感覚の幼稚さと危機感Z鈍さである。幸運にも 栄の源であって、何よりもまず国益が最優先というDNAが根付いて

大海に隔てられた島国で住み暮し、特にこの30年余りは人類史にあっ いる。これに対し、母国日本にも物論戦国時代は存在したが、所詮は「仲

ても稀な安定した平和な時代に、世界第2位の経済大国として安眠を 間内での撲め事Jであり、国が滅びる深刻さがよく理解できていない。
重ってきたのだから、多少ポケるのは仕方ないが、この急識なパラダ 事実、近年僅かに明治維新と太平洋戦争敗戦の折にはその暗黒を垣

イムの転換を受けての混乱ぷりは酷すぎる。根幹となるべき政治行政 問見たが、幸い先達等の努力によって地獄を見ることなく過ごしてい

は右往左往し、社会でも不祥事が頻発している。勿論このような 「お る。世界はITによってグローバル化し、政治経済のうねりは寸鴎に

上Jも論外だが、日本は民主主義E家だから、そのような人達を選挙 日本に及ぶ。今回の危機!a、それぞれの国家が如何に団結して上手に
で選び、そのような役人の勝手を許してきたZはOO~なのだから、そ 対応できているかによって、その後の繁栄が決ってくると思う。 この

の自覚が足りないと言われれば一言もない(選挙の際の投票率の低さ 平和ポケした秀才の国が、1日明くその立場を理解して、 まずこの
は論外)今、圏中が自分の利益しか考えないガリガリ亡者が満ち溢れ、 困難を乗越える体勢を整える日が近からんことを熱望する。

何かといえば他人の故にして、 己の果さなかった責務について患いを

致さない弊害が、随所に噴出している。永い歴史を持つユーラシア大 ひろた ただし

駒大都市を訪れたとき、否応なしに悟られることはその歴史で、か 贋田 正
って繁栄を極めた一時代があっても、 一旦国力が衰えれば、周辺諸国 (株)菱食

から恒借なく侵略され振奪され、かつ殺裂されて滅亡した事実であっ 相談役

顧客の「コミュニケーション態度jが語るもの
「生活者はどのような接点で企業とコ

ミュ二ケーションをしているのだろうかJ
というシンプルな問いを追い続け、メディ

アやチャネルの進化とそれに伴う生活者の

コミュ二ケーションの変化を捉えてきた。

見えてきたのは、接点の使い方だけではな

ンドの価値低下につながっていないだろう

か。習慣型の購買が多く、新しい顧客が取

り込めていないのではないだろうか。長く

愛され、利用され続ける商品・サービスづ

くりは、ブランドを支持する顧客のコミュ

二ケーション態度を捉えることから始ま

く、生活者のコミュ二ケーションに対する る。

態度によってコミュ二ケーションの価値が

変化するということ。

そして今年、ブランドごとに顧客の「コ

ミュ二ケーション態度」を捉えることに取

り組んだ。商品の魅力を理解し購入してい

る 『コミュ二ケーション型生活者Jはどの
くらいいるのだろうか。価格や購入プロ

セスの利便性などを理由にした購買(非計

画型)が多く行われることによって、ブラ
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ふくい まさこ

福井正子

大日本印刷(株)

C&I事業部マーケティング開発室

メディアバリュ一研究チーム



価値の創生ヘ:rその話、ヘソは何だ?J
リーマンショック以降、実体経済は救いのな

い世界連鎖の中で翻弄され悪化している。こ

の状況に比肩されるかつての大恐慌時代、ア

メリカのF.ルーズベルトは 1993年の大統領

就任式で「本当に恐れるべきものは、恐れそ

のものであるJと説いたという。
この言葉、我々も耳を傾ける必要があるだ

ろう。ムードに流され恐れ浮き足立つのではな

く、厳しい状況だからこそよりしっかりと事態

や業務に取り組むことが大切だと思う。こんな

時、かつての上司の口癖を思い出す。

彼はあらゆる提案に「ヘソは何だ?Jと必ず

問いかけた。商品企画・宣伝キャンペーン・販

促プレミアム、あらゆる領域で提案の大小を問

わず投げかけた。担当者が消費者の琴線を打

つ魅力ある 「何か」を捉えきれているのかを、

厳しく悶いチェックしていたのだ。

今後の不安な状況下でも、人々の暮らしは

そこに在るのであり、どんな環境下でも人々に

支持され、評価されるコトやモノは確実に存在

するのだ。動物達の魅力を再発見させた旭山

動物園や、ゲームを家族の緋ツールに発展さ

せた任天堂のWiiFit。投入後、瞬く聞にシェア
2割を超えた低価格小型PCの魅力は価格だ
けではないはずだ。だからこそあらためて腰を

据えて自分自身に問いかけて行こうと思う、「

その話、ヘソは何だ?Jと。

ふくざき たがし

福崎隆司

(株)アサツーディー ・ケイ

第6営業本部長

日本というブランド
何となく日本というブランドがぼやけ 日本というブランドがしっかりしていな

て来たような気がする。1950年代ごろの いと、個々の会社や商品のブランドは裸で

Made in Japanは安かろう悪かろうのイ 競争に曝されるのだが、その分ハンディを
メージを背負っていたが、そのあと次第に 失うことになるわけだ。日本ブランドをみ

品質が向上し管理も行き届くようになった

し、デザインカも伴って来た。そこで日本

製はハイセンス、ハイテクニック、ハイク

オリティだという評判になった。しかもそ

の背景として、日本人は誠実で勤勉だとの

信頼感があった。

最近の日本は無害だけれど何となく取柄

がない国になってはいないか。それに政治

家も民間人も日本のイメージを発信するこ

とが少なくなった。グローパリゼーション

の世の中になっているのに、みんなが内向

きになってしまっている。

んなで盛り立てようではないか。

ふくはら よしはる

福原義春

(株)資生堂

名誉会長
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猫も杓子も我が家の愚息も大学生
大学全入時代到来といわれて久しい。当

初は 2007年度には大学は全入時代に到

達すると見られたが、それでも少子化がボ

ディブローのように効いてきて 2008年

度の調査によると志願倍率が9倍以上と

いうブランド大学が75大学もある一方
で、 1倍台やそれ以下は 238大学もあり、

二極化が進んでいるものの全体 (565校)

の 1~2 割は既に全入時代に突入してい

るようです。かつて我々が経験した受験競

争時代に比べると、 明らかに学生の質は低

下していると思われます。社会の期待に応

えられる人材に育てられるかどうかが、大

学存亡を大きく左右します。ですから大学

側は威信をかけて落第をどんどん増やし、

入学できてもなかなか卒業できない力リ

キュラムを組むべきなのである。また、企

業側も優秀な人材獲得のために積極的な支

援を行うべきである。大学は入学するため

に存在しているのではなく学ぶためにあ

る。大麻なんか吸っている場合ではない。

日本のノーベル賞受賞者のつめの垢でも煎

じて飲むべし。

ふじた しんじ

藤田真司

(株)千修

独り言。〈どうする若きクリ工ーター〉
団塊世代に育ち色々なことを工夫して生き抜

いてきたが、便利な道具として考え出した物が、

現代の若者達を追い詰めているのではないか?

例えば、映像、写真はテクノロジーの進歩で

フィルムからデジタルに変化しつつある中で、

確実に合成技術や報道等には威力を発している

のですが・・・…。

商品広告表現についても大別すれば「基本

機能中心の訴求jコ論理的アプローチ広告と、

「表層機能中心の訴求」コ情緒的アプローチ広

面に仕上げ、タレントのもっている人間性を半

減させている広告を多々目にするのです。

やわらか頭(ソフト)でデジタル(ハード)

を一つの道具として生かし、アナログ人閣の発

想をもっと若い世代に継承させるべきだし、ア

ナログとデジタルの融合する新たな物づくりを

考えていきたい。

因みに、私は写真家として生涯現役を貫きた

いと思っている、今日この頃です……。

最後に、水口健次先生のご冥福をお祈りしま

告があります。その中でマーケティングを考慮 す。

しつつ、ビジュアルに落し込むクリ工イティブ

ワークで、若きクリ工ーターはデジタル技術に ふじまき こう

翻弄され無限の発想をと・んどん失っていると感 藤牧 功
じます。仮に商品イメージを高めるためにタレ (株)TYOプロダクションズ
ン卜を起用しても鍛も消し、サイボーグ的な能 プロダクションアドバイザー
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想像から態度まで
「今から始める自分流の生きがいづく があるより、参加して「次jがあること。

り」と題したイベントにて、健康で長生き この流れ、要は「想像→体験→態度J。お

している人たちの事例を聞いた。その方た ばあちゃんの原宿、とげ抜き地蔵ツアーも

ちはお金やモノ、人との関わりなどにとら これと同じようなノリだ。シニアに商品や

われずに生きている。それが元気の秘訣の サービスがよかったと言われるのは、こん

ようだ。欲のないところがいいのか。欲と な涜れがスッと行けたときかな。

いうなら御利益。シニアに人気のポックリ

寺ツアーについて考えてみる。まず参加者

は00寺詣でによるポックリを期待する。

ツアーに行き、寺を参拝する。そして住職

の説教を聞く。帰宅後、ポックリ祈願を毎

日するようになる。ここには想像すること

から始まり、実際に体験して、それで何か ふじむら のぶゆき

しら態度が変わるという流れがある。本来 藤村 宣之
はポツクリ死ねると行った甲斐、この旅の (財)健康・生きがい開発財団

意義があったとなる。参加することに意義 事務局長

「意志」の力に頼らない
私は怠け癖がひどくて、自己投資をどう 問自答していては迷ってしまいますので、

やって継続していくかについて昔から課題 腹に落ちるようにいかに自分にコミットで

としています。最近はいかに「意思」の力 きるかが大事になってきます。「コミット

に頼らずに、「仕組み化jしていけるかに メン卜」と「仕組み化J、これからはこれ
ついて考えるようにしています。集中力が をテーマに活動していきたいと思つていま

ない小学生が毎日学校で勉強できているの す。

も、時間割があり、その時間になると席に

座って授業を受けることが習慣になってい

るからです。天気のように変わる自分の意

思を行動の源泉にすることは難しいです。

普段の生活や業務の中でも、自己投資や自

己啓発といった長期的で効果が見えにくい

ことは、あらかじめスケシ.ユールから天引

きしておき、習慣にすることが大事だと改

めて感じます。習慣にするためには、なぜ

それをやらなければならないのかを毎回白

lまりきり けんいち

堀切研一

ハウス食品(株)
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「ワーク・ライフバランスJは、「企業Jと「働くひとjの必須条件
「ワーク・ライフバランスJというと、働 シュに時間を費やしてもらうべきだろう。従
くひとだけに優しいイメージがある。企業 業員が「会社員Ji親Ji受講生」と様々 な「顔」
にとっては、この厳しい環境のときに何を をもち、様々な人と交流することは、 豊か

言っているのかとなる。しかし、これこそ、 なアイテ'アの源になるし、自分自身の価値

今後企業にとっても、働く人にとっても厳し も高められる。メンタル面でも仕事で起き

い時代を生きる必須条件のーっとなるだろ たマイナスのオーラを遮断する効果もある。

う。 i仕事Jと「家庭jに「自分磨きjを加え
売上=客数×客単価。人口減でお客さん た3つの「ワーク・ライフインテグレーショ
は減少。不景気でお客さんの財布のヒモは ン(統合)Jが、企業にも働く人にも成長発
固い。客数も客単価も減少するわけだから、 展のために求められると思う。

売上も当然減る。利益を上げるための付加

価値の高い商(製)品を生み出すのは、他 まつうら

でもない自社の従業員だ。残業て‘心身共に 松浦 なつひ
疲れ切っては、余計能率も効率も悪くなり、 (株)会社業務研究所

良い仕事もできない。効率よく仕事をして 取締役

居場所を変え、自分磨きと心身のリフレッ ワーク・ライフバランスコンサルタン卜

中小企業とマーケティンダ
日本の企業の99.7%は中小企業であり、

日本経済の下支えをしてきたといわれる。

しかし、ぞれはほんのわずかの中小企業の

話に過ぎないのが実態である。先の見えな

い景況の中、大半の中小企業は行きづまり

を感じ、わずかな従業員をもリストラせざ

るを得ず、雇用の下支えにすら貢献不可能

であろう。

わずかでも中小企業の成長を支援でき

ないものかと、コンサルタントとしていく

つもの対象企業に接してみたが、一つの共

通点は経営者の「マーケティング」への関

心と知識のなさである。もちろん大企業の

マーケ部門でも広告会社への調査依頼しか

していないケースもあるが、中小企業の場

合は、トップが自分の考えだけで経営活動
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を推し進めてしまうことが多い。顧客志向

などお構いなく自社の収益ありきで、論理

的にうなずけるような事業計画が立てられ

ていない。そのことは50年も前にドラッ

力ーがすでに見極めている。

しかし今こそ中小企業に向けて、その

個々の規模に適合するマーケテイング手法

の啓蒙と臭体的支援を、行政がらみで推進

するべきではないだろうか。

ま つ だ なおこ

松田直子

(株)レサンク

代表取締役



「勝ち組み」から「価値組みJ…から5年たちました。
旧マーケティング、資本主義、経済至上

主義が崩壊し、「次を考えようjと今まで

の思考をまとめて「マーケティングの次に

くるもの」として提案したのは2003年で

した。

当時 rWAYJと名づけた、考え方のエッ
センス=r自分たちの価値を明確に、理解
をし合える仲間で共有し、『足るjを知る

大切さ」は、受け容れられたのです。

競争だけの「勝ち組みJのしんどさもわ
かったのでしょう。勝った負けたではない

「価値組みJヘ。
価値あるものは残れる、いや、必ず残る。

これは、時代の共感を得たのです。

生活者は「モノからコトヘ」をも超えて、

自らの糧となる価値には、対価を惜しまな

いでしょう。

5年前の東阪での講演では人々は半信

半疑でした…が、世の中は確実に rWAYJ
に呼応し、ユピキタスに発信も見られ、5

年を経過して徐々に定着していたようで

す。

これから自信をもって生きるために・・・。

定年までに、次を考え、まとめてみたい、

と、思い始めました。
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顧客から学ぶマーケテイング
マーケティングは2つある。1つは顧客 ングの代表企業に選ばれるようになってき

に教える(ティーチ)のマーケティングで た。

あり、もう 1つは、顧客から学ぶ(ラーン) 面白いなあ、これからがなあ。

のマーケティングがある。

ティーチのマーケティングは、メーカー

の本社が主役となる。そして、スタッフが

決めた戦略を通そうとする。

これに対して、ラーンのマーケティング

では、本社が決めて導入した戦略の展開に

対する顧客の反応から学ぼうとする。ここ

では、間断なき戦略の修正が行われる。

今は、ラーンのマーケティングの時代で

ある。そして、日本の強みは、「顧客から

学び続けるJところにある。
日本で成功している外資一例えば、コ力・

コーラや P&Gが、ラーンのマーケティ

みずぐち けんじ

水口健次

(株)戦略デザイン研究所

代表取締役
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最優先と最重点はひとつ
忙しいのと忙しがっているのは遣う。忙

しいと思っているうちの半分は雑務・雑用

だ。ネットの普及で仕事の合理化や簡略化

がすすむのかと思ったら、書類づくりが増

えメールの確認で間接的な仕事が増えてし

まった。

自の前のことや、現象として表われてい

ることだけこなす仕事のやり方は、いつの

まにか全体や全貌を見失うことになり、み

んなが「あたふた仕事Jに明け暮れている。
「あたふたJや「どたばた」で忙しいとい
われては会社は一歩も前へすすめない。「な

にがいちばん大切なことJか、そのために
「どれをいちばん急がなければならないか」

を毎日いつも点検して順位をきめて動くこ

と。これらには「個人」としてまかせられ

ている分担業務と、全体の動きをわきまえ

た「グループやチームJの仕事がある。前
者は自分で管理することであり、後者は強

いリーダーシップのもと全体力をあげるた

めに気ばたらきすること。整理がきちんと

できている人は忙しくない。

所務

に
彦

醇

村
和

艶

ら
司

叩

む

E
四

日ヨ

一二

目指すは、新しいライフスタイルの創造
現在、新しい法律の制定作業に参加して

いる。と言っても、私は官庁でも学者でも

ない。

8年前に会社を設立し、現在我々が進め
ている事業は「電子マネーJ。キャッシュ
レスな社会を作るだけではなく、現金には

できない様々なサービスを生み出すこと、

新しいライフスタイルを創造することが、

我々の目指していることだ。

諸外国を見ても、電子マネーがこれほ

ど普及している国はない。正直、自分たち

でもここまで普及するとは思っていなかっ

た。非接触 ICカードの開発、乗車券とし

ての利用、そして電子マネーへの応用、携

帯電話への ICチップの搭載、全国のコン

ビ二工ンスストアなど8万庖以上の居舗ヘ
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の端末設置、 8，000万枚以上の ICカード

の普及など、目まぐるしい事業展開の毎日

である。そして、現在は電子マネーに関連

した新しい法律の制定に参加している。

これから目指すサービスは、日常の電子

マネー利用による購買行動データを活用し

た、マーケティング支援や、行動履歴ター

ゲティング広告への応用である。新しいラ

イフスタイルの創造を目指して、電子マ

ネーの進化はまだまだ続く。

みやざわ かずまさ

宮沢和正

ビットワレット(株)

執行役員常務



坂の役割
TVも電話も Webもない江戸時代には、

情報は人の往来によってもたらされていま

した。人の往来量の増加が、情報の量や質 う。

を高めることにつながっています。

街道は地域を結ぶ情報の主要幹線です

が、地域内で情報が涜れる重要スポットは

坂です。

坂ができた場所は、そこで多くの人が上

り下りする理由があったからです。

東京の坂名の多くは、坂の上下や途中に

ある江戸時代の寺社や武家屋敷に由来する

ものが多いですが、そこが情報の受発信の

重要拠点であったからです。

富士見坂 ・潮見坂などは、天候や海の

様子などの生活に影響のある情報を観察す

る地点でもあったようです。暗闇坂や幽霊

坂などは、恐怖を感じながらもその坂を通

ることで都合のよい事情があったのでしょ

坂を通じて、江戸時代の情報の拠点や流

れが目に浮かんできます。

現代の口コミやCGMという情報の流れ
の中でも、キーになる様々な「坂Jの地点
を見出すことが肝要だと考えます。

みやた まさひで

宮田藤秀

森永製菓(株)

食文化研究開発センター

センター長

経営組織と HRMのシステム結合
経営活動を構成するシステムは益々高度

化し精織化してきでいる。しかし、システ

ム聞の結合や連携の状態は悪化しており、

経営活動の整合性や有効性を低下させてい

ることは否めない。ここでは、経営組織

とHRMのシステムをとりあげ、両者を結
びつける具体策をいくつか示すことにした

。、
，thv
 

第 1は、組織業績の評価に「人財の育成

度」を加えることである。「分掌業務の遂

行度Jと「部門戦略の推進度jを主体とす
る組織業績評価では、HRMとの結合はム

リである。

第2は、部門間ローテーションを「人財
育成の観点jからも行うことである。事業

展開のための人事配置にとどまらず、キャ

りア開発のためのローテーションを行う必

要がある。

第3は、部門組織内での「職務再設計」
を制度化することである。職務を再設計す

るねらいは、組織メンバーの職務と能力の

バランスをチェックし、本人の能力レベル

を上回る職務を開発することにある。

むがいすすむ

向塾

経営コンサルタント
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これからは「カッコイイホテルJ
ホテル業界は、この数年リッツカール卜 外観、ロビー、客室、レストラン&パ一、

ンやらぺ二ンシュラといった「外資系高級 宴会場、スパ、ショッピングゾーンのどれ

ホテルJのオープンが相次いでメディアで をとっても「力ッコイイjことが条件にな
も大騒ぎになっていた。ところが、投資ファ る。当然ながら、サービスも抜群のカッコ

ンドがパタパタ倒れ始めた途端に、今度は イイものでなければならない。

日本の伝統を活かした日本的なホテルがも

てはやされる時代に変化する。このパター

ンは、ホテルという歴史を紐解くと世界中

にある。

ここで断言しよう。ホテルの未来像を。

これからのホテルは「カッコイイリこれ

がキーワードになります。ホテルジャーナ

リスト歴32年、ホテルコンサルタン卜と

して産業再生機構委員などの経験から、ホ

テルの究極のポイン卜は「ホテルがカッコ

イイ場所になること」という結論を得た。

村上実

(株)オータパブリケイションズ

取締役経営調査室長

企業よ、いまこそ、パリティ・ブレイカーたれ
どこみても平均化したコモディティと応

用も差別化と個性化なし。いづこをみても

同じもので面白くない。それがいまのマー

ケットだ。これでは顧客を吸引できないの

は当り前のことだろう。ここで必要なのは

独創性ゆたかなコア ・コンビタンスの発揮

しかない。それにはイノベーティブなアイ

ディアと発想力の地熱だ。その原動力は研

究、経験のレビューと知恵の結集力、ら生む

しかないのだ。

いま、ダイパーシティの時代一多様な

人間と思いをもっ知恵の源一人聞を銘柄創

造知の泉としてみることだろう。要は人財

の内蔵する想いもつかない知恵と発見力だ

し、発明力だ。

わが国の企業力は、個性 ・差別的優位性
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づくりにある。このことをしっかりふまえ

ている企業は強い。開発力と自信と誇りを

もって仕事に集中するからだ。スズキ自動

車の生き方、コマツの生き方、どの成長企

業をとっても、 ドミナン卜なコア ・コンビ

タンス磨きに成功をおさめている。ぜひ自

分づくりをまい進してほしいものだ。

むらた しょうじ

村田昭治

慶慮義塾大学

名誉教授商学博士



ふフ 新潟に注目!
新潟は、明治の初めには日本一人口の多い地減でした。肥まな

越後平野のおかげで農業も盛んでしたし、上杉謙信をはじめとする

戦国大名が数多く出た場所でもあります。

東京の人口で一番多いのは、新潟県出身者で約4∞万人にのぼ

ります。人口も輩出し、農産物も多く産出し、エネルギーも供給し

ています。ご存知でしょうか。JR山手線の電気は全部、新潟県のダ
ムからきているのですよ。石油の生産も日本一ですし、天然ガスも

でます。食糧の自給率は100切なんです。

戦後、どうしてもアメリカに面している太平洋側を表日本と呼ぶ

ようになってしまいましたが江戸時代までは物流のほとんどが紛で

日本海を通って行なわれていましたo京都・新橋に並んで新潟が、

今も三大日本芸妓の地といわれていることからもわかりますがそれ

だけ、コメを中心とした穀物などを全国に供総する港として栄えて

きたということだと思います。

人材育成の面でも新潟lこしかない専門学校、たとえばスキー、ス

ノーボードというウィンヲースポーツの専門学校やアウトドアの専門

学校でプロフェッショナルを育てています。その分野で生きるという

プロを養成して、スノーボート.のオリンピック選手も出しています。

アルヒ.レックス新潟というブロサり力一チームをもち、5年前ま

では 42、 300 人のスヲジアムカI~l)つも超局員、観客動員数日本 を

5年間続け、サッカーチーム二部リーグ(J2)でなんと世界ーの観

客動員数も記録したのです。そして、J1昇格を果たすのです。スポー

ツから地方が伸びるという発想も新潟のすごさであるでしょう。

確か、水口先生からいただいた水口ラベ)~のお酒も新潟県のお酒

だったと思います。日本一の蔵の数を誇り、名酒も数多い、まさに

注目の新潟県!但し、小売業のお菓子売価が日本一安いのが気にな

りますが…。そこにも私は注目してます!?

むらた よういちろう

村田用一郎

カルビー(株)

広域量販部

権現堂の花便り
埼玉県の幸手に権現堂という堤がある。桜と

菜の花が同時に開花し、黄色とピンクのコント

ラストが見事であることから、近年、観桜の名

所と彊われるようになった。

権現堂川は暴れ川として恐れられ、江戸幕府

関関以前から、築堤工事が繰り返し行われてき

た。その堤を桜並木にしたのは大正4年のこと。

桜祭りが盛んになったのは昭和に入ってからで

ある。東武電車が浅草から臨時電車まで出して

いた。戦後GHQの命令で伐採されたが、昭和

24年に再び植樹、現在にいたっている。

菜の花の作付けは昭和63年からと意外に

新しい。これがきっかけとなってTVなどにも

頻繁に取り上げられるようになったが、それに

とどまらなかったことが、地元の底力である。

NPO法人幸手権現堂桜堤保存会を設立。オフ

シーズンの集客を目指し、 四季折々の花を咲か

せることとなった。今では、春の桜、梅雨の紫

陽花、秋の量珠沙筆、冬の水仙と8ヶ月は花が

絶えないようになった。動員されるボランティ

アは延べ 1.460名ほどとか。
黒糖羊糞で知られる、早稲田屋の若日那も、

イベン卜のたびに臨時販売所に立ち、「まんじゅ

しゃげ鰻頭」とか「すいせん霞頭」などを販売。

おとずれる人々と花談義にくれている。花と祭

りと町おこしの三位一体の好例となることを祈

らずにはいられない。

や じ ま りゅう

矢嶋隆

早稲田速記医療福祉専門学校

教員
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ブランドより銘柄
近ごろは、むやみに英語が使われる。筆 れ行きがよかったので、同じマークで売り

者が日本経済新聞社に入社したころ、原稿 出す競争相手が壇え、これを社長の柳屋家

に英語を入れると、社長の大軒順三さんが 俊は幕府に差し止めの訴訟を起した。結果

「英語は使うな、日本語で書け」といわれた。 は不明だが、今でいうブランド資産の考え

日本人の読む新聞だから、 日本語がわかり があったのだ。

やすいという理由である。

英語のブランドに当たるのは銘柄であ

る。ブランドはもともと「有罪人に押した

焼き印Jのことでよくないイメージだ。一
方、日本語の銘柄は上等の物の意味である。

にもかかわらず、銘柄よりブランドという

単語が多く使われている。

今、欧米ではブランド資産論という理論 やまき としお

も登場しているが、日本では室町時代に京 八巻 俊雄
都の柳屋が当時、大量生産の始まった酒に 東京経済大学

六星紋という銘柄を付けて売り出した。売 名誉教授

世代受代
私は、ボランティアで週末、地域の子 対戦相手の募集を始めました。試合や練習

どもたちにサッカーの指導をしています。 の状況がわかることで、部員は一挙に 30

チームは、現在70名の子どもたちを 50 名以上入部、試合が増え、子どもたちのや

代コーチが5名、若手コーチが4名で指導 る気も増してきています。50代が元気も

しています。昨年、大きな変化がありまし いいですが、任せてみるのもいいものです。

た。6年生が卒業した後、子どもたちの数 これからが楽しみです。

が30名台まで減少。そのとき、若いコー

チたちから、自分たちの指導方法で指導

をしたいとの申し出がありました。結果、

当時の監督 (50代〉は意見が合わず、退

部。そこで残った50代コーチが話し合い、

若手の方針でやってみようと決めました。

コーチングはするが、部の運営は歩引き、

彼らに任せる。運営はアドバイスと支援に

まわる。彼らは、入学式の日に募集のビラ

を配り、 HPを立ち上げ、父兄の理解や、
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山本義夫

ハウス食品(株)

マーケテイング企画推進室兼事業開発室

室長



「観るJ京都に+αの「体験」を
DigiStyle Cデジスタイル)京都という

観光情報ウエブサイトを運営しています。

コンテンツはグルメや観光、京都の歴史な

ど多彩です。その中のイベント情報は、日々

行われる京都の行事をご案内しています。

「京都のJと言っても、現在はまだ京都市
内とその周辺が中心で、今後、徐々にその

エリアを京都全域に広げる予定です。

DigiStyle京都のお客様は、 40代以上

の方が中心です。この方々は、京都で何か

新しいことをしたいと思われる半面、京都

でお気に入りの過ごし方をおもちの方も多

い層です。DigiStyl巴京都では、イベント

カレンダーで京都の行事をシンプルにお伝

えし、京都探訪を応援しています。そして

もう一つは特集「京都感動体験jで、京都

で何か体験することをご提案しています。

どれも半日程度ででき、全てスタッフが自

ら体験しているおススメばかりです。「お

気に入りの」京都に+αの楽しみを。両方
の欲求にもシンプルにお応えできるサイト

が、DigiStyle京都です。京都在住の方も、

京都を訪ねてみょうかなとお考えの方も、

まずは一度 DigiStyle京都におこしやす。

Chttp://www.digistyle-kyoto.com/) 

よしの えり

芳野絵里子

大平印刷(株)

企画部新規事業課

成長と膨張
金融破綻、財政破綻、 また企業の不祥事など、

また起こってしまったかという感が強い。 世の中

の好ましい成長は誰もが望み目指すところである

が、人間の止まるところを知らない底なしの欲望

によって、いつの間にか成長路線が膨張路線に変

わってしまったことに気付かずにきてしまったよ

うだ。

企業も適正な成長路線を描き、将来の経営に思

いを馳せるが、 ここでもときに、成長が膨彊に蛮

わってしまう現象が見られるのではないか。事業

開発、製品開発は企業成長の要であるが、あると

き振り返ってみると、想像以上に全体の製品数が

増えてしまっている。いきおいマーケティング費

用の分散を余儀なくされ、その結果、既存主力製

品の維持拡大に十分な努力が継続できないことに

もなる。本来、企業経営にとって本業や主力製品

の重要性は言うまでもなく、全体の製品アイテム

数との関係で、その売上構成が戦略的に目標管理

されるものでなければならない。これは底なしの

欲望によってではないが、製品管理の不徹底とい

う点から膨張路線に入ってしまう例といえる。

膨3長戦略を続けていけば、いずれ破裂に直面す
るが、成長戦略であれば、全体の製品アイテム数

の維持や縮小など戦略に、幅をもつことができる。

維持、育成、開発の三者のバランス管理が常に求

められるところであり、これは原点回帰でもある。

よねた きょのり

米田清紀

(株)マーケティングソフト

代表取締役
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思いやりが豊かさの源泉
「フードパンク」という仕組みに興味が

あります。「フードパンク」は、メーカー

や小売庖から消費期限などを理由に廃棄さ

れている余剰食品を、必要な人たちに無償

で届ける活動です。2000年に東京で始ま

り、その後全国に広がりました。低所得者

や福祉団体など、生活弱者の暮らしの糧と

して活用されています。レストランやコン

ビ二でまだ品質に問題のない食品が廃棄さ

れているのを目にするたびに、もったいな

いなぁと感じていましたが、自分自身の生

活を振り返ってみても、冷蔵庫の中で腐ら

せてしまった食材ゃまだ食べられるのに賞

味期限が迫ってきたことを理由に捨ててし

まうことが多々あります。「フードパンク」

は現在ボランタリーな活動ですが、とても

必要な活動だと感じます。食糧不足が懸念

されている一方で、まだまだ改善できるこ

とは山ほどありそうです。地球環境や地域、

人へのやさしさがますます求められます。
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新しい可能性
2011年7月24日をもって地上アナロ

グテレビ放送が停波する。停波後の跡地、

VHF帯の一部を利用して、「携帯端末向け

マルチメディア放送」という新しい放送

サービスが始まろうとしている。この新し

い放送サービスは、携帯電話や携帯型メ

ディアプレーヤー、車載情報端末などに向

けて、動画や音声、画像や文字など様々な

種類のコンテンツを提供する。

一方、通信の世界でも2011:年に向けて、

NGN (Next Generation Network) 

の普及進展、Wimaxの本格化など、有線、

無線のインフラ環境が整ってくる。

いよいよ本格的な放送と通信の融合社会

が到来する。法制度の整備など取り組むべ

き課題はいろいろあるが、オール IPでの
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デジタル時代にふさわしい、新しい端末の

開発、新しいコンテンツビジネスや広告ビ

ジネス、各種プロモーション手法の関発な

ど新しいビジネスの可能性が広がる。この

新しい可能性を追求すべく、 関連する業界

の企業では検討 ・模索が始まりだした。

さあ、勝負はこれから。

わ力、ばやし けんぞう

若林健三

NECビッグローブ(株)

執行役員



ECOひいき
2008年、この日本の洞蔀湖でサミット
が開催され、マスコミをはじめ“環境"へ

の注目が露出し、お客様の意識が変わり始

めている。これを iECOひいき」という

ジー先進メーカ-Jへの変革を推進してい
る。お客様の心が躍り喜んでいただける商

品をお届けしたい。そして、地球を未来の

子どもたちに還すためにも貢献していきた

言葉で捉えたい。言葉の響きはあまり良い い。

印象ではないが、表記を目で追うとよくわ

かる。

お客様のす べての価値判断基準が

iECOJにおかれる時代が到来した。

ECOに配慮した商品を選択する…

ECOを意識したお庖を選択する…

そして、

ECOに真量産に取り組んでいる人を信頼
する・..

わが社も 1本の使い捨てない電池

eneloopから提案をはじめ、「環境・エナ

その想いを忘れず、心にとどめていただ

くためにもiECOひいき」を奨励していく。

わだ のぼる

和田昇

三洋電機コンシューマ工レク卜ロニクス(株)

家電事業部営業統括部/

地域庖営業部担当部長

中小企業の優勝劣敗のポイント
中小企業経営の強い点として、よく言われるこ

とに、

①小回りがきく。

②ピンチをチャンスとするしたたかさがある。

ということがある。

しかし、これは中小企業であればどんな企業

でもできるわけではない。

「小回りがきくJには、オーナートップとの日
頃からの正しい「決断Jと、それに対する社員と
オーナートップの「信頼J関係が確立していなく
てはならない。「決断Jと「信頼J関係が不確か
な企業は、小回りはきかないのである。

決断は正しくなければならない。そのためには、

現場の状況を的確に把握していなければならな

い。それが的を射るからこそ、信頼関係が成り立

つのだ。

「ピンチをチャンスjにするには、その状況を

切り抜けて、自己成長が可能な市場に入れるもの

作りの「技術Jがあってこそ、可能なことである。
精神論だけでは、チャンスをつかむことはできな

い。

それは、常日頃から自己成長の可能性を探る市

場進入を考え、そこに求められる技術を育成して

いてこそ可能なのである。

ただ今、中小企業はかつてない厳しい環境に

置かれている。この優勝劣敗を決めるのは、やは

り日頃の正鵠を得た地道な努力だと思う。

わたなべ えいこう

渡辺英幸

(株)会社業務研究所

代表取締役所長
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Focus on People 

We are often reminded that effective It is essential companies use the same 

communication is the “lifeblood" of any thinking to get the right person in the right 

organization. Personally and professionally， place at the right time. 

effective communication is essential to 

ensuring the right outcome is achieved. 

In marketing， this means getting the right 

product in the right place at the right time. 

Such success is achieved by people; in design， 

manufacture， and marketing.Rarely achieved 

by accident， such success results from 

effective decision-making. 

lf a company were to invest USD2m 

in new equipment， there would be financial 

analysis， technical analysis， manufacturer 

repo口s，external evaluations， and a thorough 

cost/benefit analysis to ensure the project 

delivers results commensurate with the 

investment.The investment in the decision-

makingproωss alone is significant. 

Yet companies tend to invest much less 

in decision-making when it comes to hiring 

people. Instead， decisions are often left to a 

Senior Manager or Director to hire who they 

want， with very little assessment or evaluation 

of their decision. 

Even though an employee earning 

USD200，OOO/year will cost the company 

close to USD2m over a 5-6 year period -

even though hiring the wrong person could 

be much more costly than buying the wrong 

equipment， asses直mentand attention to detail 

are often missing in the decision-making. 
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Alan Kneale 

CEO， Auxilium Group 



Viral and Affiliate Marketing 

Marketing is changing.Big business is is no wonder they are leading the viral and 

still spending big on producing film clips affiliate marketing revolution. 

for TV一一 butnow they also ask their PR 

departments to arrange for the cl i ps to be 

distributed by viral and affiliate marketing 

methods. Even politicians understand the 

Internet's importance in ge仕ingtheir message 

out-but unfortunately， they still produce 

some pre口yboring clips， thus missing out on 

the energy and intensity such marketing can 

generate. 

Perhaps one of the most exciting aspects 

of this new marketing technology is that 

smaller businesses can also take advantage 

of it. The Internet provides a level playing 

field. It is even possible that micro and home-

based businesses， excelling at word of mouth， 

havean advantage in using viral or affiliate 

marketing strategies. Cost effective and 

manageable， especially when time， people， 

and other resources are short， networking 

and word of mouth arecore small business 

marketing tactics. Relationship-dependent， 

small business巴sare heavily into building 

relationships via networking. 

‘What can 1 do for you?' - not ‘What' 

s in it for me?'-is becoming a major theme 

amongst micro and home-based operators. 

It is this desire to h巴Ipthat allows this type 

of marketing to flourish amongst smaller 

busineおお.In Australia over 85% of all small 

business is micro Cemploying fewer than 5) 

and 67% of businesses are run from home， it 

Barbara Gabogrecan 

恥1elbourneChapter President 
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Incentives that Actually Incent 

Volunteer organizations do not pay their 

volunteers in money. lnstead， they reward 

them with a sense of belonging and sense of 

accomplishment. For many people， belonging 

is a more powerful attraction than cash is. 

What if you applied that principle to the 

product/service you are selling? Start with 

the idea that basic quality is a given --that all 

companies provide adequate quality. What is 

left to make the difference? Design? Yes， but 

design is itself in large pa口anappeal to the 

sense of belonging. It is a way consumers伺 n

proclaim， "1 am a person of g∞d匂ste."Ditto 
for being environmentally responsible. Even 

mundane products such as beertry to create 

∞mmunity - witness all of those beautiful-

people celebs in the advertising. They are 

projecting a "drink this beer and you'll be part 

of the beautiful-people celebs' community" 

message. It is an old technique， but it is no less 

true for being old. 

And now with the lnternet， you have 

enhanced community-creating tools available. 

Are you using them to connect with your 

customers? Or just to push the producνservice 

short-term with money-off offersつ
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Fred Uleman 

Japan Research (ret.) 



When is More Information too Much? 

Suppose that your IT outsourcing supplier 

or advertising agency brings you a proposal to 

provide you with an Intemet portal that tracks 

their performance in real time. Sounds like a 

great idea. But is it? 

Who would have access to the portal? 

Are you ready for the tsunami of comments， 

complaints， or flame wars likely to be 

generated if access were truly open? Are your 

executives ready to negotiate the meaning of 

what that endless stream of numbers tell you? 

Can they separate the significant change from 

the statistical noise and not be driven crazy? 

Could be you need to stop and think about 

your pr∞esses. 
Yes， you should have people at the radar 

screens ready to detect an emergency. But 

the captains of your ship need time to think 

before they plot your future course. 

John McCreery 

The Word Works 

百人百語2009 50 



2008年も残すところ 1ヶ月足らず、今

年もいろいろなことがありましたが、やは

り私たちにとって衝撃てーあり、とても悲し

い出来事となったのは、水口先生がお亡

くなりになったことです。大麦貴重な指導

者を失うこととなりましたが、私たちはま

だまだ生きつづけ、先生からの教えや意

志を引き継ぎ、確かな未来を切り拓いて

いかなければいけません。

2008年9月、先生は自身のコラムの中

で、次のようにおっしゃっています。

「わたしたちは、自分で太陽を輝かせる

ことはできない。酸素をつくることもでき

ない。だけど生きている。なぜ、それが

可能なのか。それは、大きくいえば、地

球 46億年、人類6000年の知恵の中に

いるからである。言ってみれば、わたした

ちは、自分で生きてるんじゃない、『生か

されて生きているjのである。それともう

ひとつ。わたしたちが、いまの形で毎日仕

事を遂行できるのは、すぐそばにいる数

人のスタッフの心配りと犠牲によって可能

になっているのである。だから、大きく考

えても、小さく考えても、上を見ても下を

見ても、右を見ても在を見ても、とにかく、

ただ感謝する以外にないのである。この

感覚、 f生かされて生きているjという信

盲人百語2009
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念があれば、いろんな困難を突破できる

はずである。価値実現営業のネットワーク

も必ず大きくすることができると考えてい

る。勝負はこれから。元気出していこう。J
25年間発行を続けてきた MCEIの「百

人百語Jは、これまで多くの皆様のご提
言により、厳しく険しいこの世の中を生き

抜くための勇気や知恵を与えてきました。

「百人百語 2009Jも様々なヒントや気づ

きが詰まっています。ご寄稿いただきまし

た皆様に、編集委員一同心よりお礼申し

上げます。

末筆ながら、2009年が皆様にとってよ

い1年となりますよう、お祈り申し上げま

す。

2008年12月9日
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・石井信江
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いま、 番知4りたいテーマについて

いま、一番正雌愉 Uたい人たちLと.¥簡できる

マーケティングを学ぶ人々に

広く門戸を開放

~司... Marketino 
{(d、1lCommunications 
、I-'~. Executiv白

TOKYOjOSAKA 
MCEI is people， MCEI is education， MCEI is information， 
MCEI is recognition， MCEI is professionalism 

MCEIとは

MCEIは、マーケティングを学ぶ囲内及び海外の人々を支掻する事業を行い、広〈門戸を開館し、生涯
学習教育に寄与し、人々の畳かな事らしを実現することを目的とする組織です。スイスのジュネーブに国防

本部があり、世界各地の支郵がマーケティングを通じて受流しています。

MCEIの歴史

MCEIの源は、1954年アメリカのニューヨー?でセールスプロモーションの実務京が集まり、まだ体系
化されていないノウハウの交流をはじめた組織に端を発します。日本では、;.r米研修した放水口健次氏

(元東京支官官創殴理事長)が、1969年東京に支郡を殴立、以来40年間非営利のマーケティング研究組
編として、会員のボランティアにより運営されてきました。この間1972年には大阪にも支部を股立しました。
毎月の研究会開催、毎月の機関院の発行、毎年会員の提雷集「百人百語Jの発行、 7-ケティング.
{ビジネススヲール)の開摘、海外からの留学生対象の懸賞繍文募集と表彰、海外研修ツアーの実施、国

際大会、アジア大会の開催・.加等幅広い活動を行い、マーケ世ーの獲成、国際交流に努めてきました。

東京支部は、~立以来このような活動を続け、 世界の各支部からもっともエキサイティングな支部と醇

偏されています。特定非営利活動促進法が施行され、この察晴らしい組織を永続立らしめるため、大阪支

郡と一緒になって2001年に NPO法人を股立しました。


